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由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
―
西
廻
り
航
路
の
短
縮
―
川
名
　
登
要
　
旨
寛
文
期
か
ら
発
展
す
る
西
廻
り
海
運
は
、
東
北
日
本
と
大
坂
を
直
結
す
る
と
い
う
画
期
的
意
義
を
持
っ
た
が
、
そ
の
航
路
の
長
さ
と
、
外
海
の
風
波
に
よ
る
難
船
の
危
険
等
の
問
題
点
も
あ
っ
た
。
こ
の
航
路
を
短
縮
し
、
内
陸
水
運
を
利
用
し
て
安
全
性
を
高
め
よ
う
と
い
う
計
画
が
現
わ
れ
て
く
る
が
、
そ
の
一
つ
に
日
本
海
へ
流
出
す
る
由
良
川
と
、
瀬
戸
内
海
に
流
出
す
る
加
古
川
を
利
用
し
て
短
縮
水
運
路
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
計
画
を
加
古
川
舟
運
と
由
良
川
舟
運
の
検
討
を
前
提
と
し
て
、
数
度
に
わ
た
る
計
画
の
詳
細
と
、
そ
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
由
良
川
舟
運
、
加
古
川
舟
運
、
西
廻
り
航
路
短
縮
計
画
、
日
本
海
・
瀬
戸
内
海
連
結
通
船
路
二
五
〈
論
　
文
（
交
通
経
済
史
）〉
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
目
　
　
次
は
じ
め
に
一
　
加
古
川
の
舟
運
二
　
由
良
川
の
舟
運
三
　
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
Ⅰ
　
宝
永
・
正
徳
期
の
計
画
Ⅱ
　
享
保
五
年
幕
府
主
導
の
計
画
Ⅲ
　
享
保
六
年
の
計
画
Ⅳ
　
享
保
・
元
文
期
の
計
画
ま
と
め
に
か
え
て
二
六
は
じ
め
に
東
北
地
方
の
米
穀
や
諸
品
を
廻
船
に
積
ん
で
日
本
海
沿
岸
を
南
下
し
、
関
門
海
峡
を
越
え
て
瀬
戸
内
海
に
入
り
、
大
坂
に
到
達
す
る
と
い
う
西
廻
り
航
路
は
、
寛
文
十
二
年
の
河
村
瑞
賢
の
航
路
改
良
以
後
盛
ん
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
後
こ
の
航
路
を
少
し
で
も
短
縮
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
一
つ
が
、
日
本
海
に
向
っ
て
北
流
す
る
由
良
川
と
、
中
国
山
地
よ
り
南
流
し
て
瀬
戸
内
海
に
流
出
す
る
加
古
川
と
を
利
用
し
て
、
両
川
の
舟
運
を
出
来
得
る
限
り
上
流
ま
で
開
発
し
て
結
び
付
け
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
京
・
大
坂
の
近
く
で
連
結
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
こ
の
計
画
の
現
わ
れ
る
背
景
に
は
、
由
良
川
と
加
古
川
の
舟
運
の
開
発
が
あ
る
の
で
、
先
ず
両
河
川
の
舟
運
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
二
七
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
由良川・加古川連絡輸送路図
一
　
加
古
川
の
舟
運
戦
国
期
以
前
よ
り
加
古
川
に
渡
船
の
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
（
１
）
、
本
格
的
な
縦
の
舟
運
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
２
）
。
文
禄
年
間
、
当
時
加
古
川
の
川
口
で
あ
っ
た
今
市
村
の
与
兵
衛
は
、
下
流
域
の
土
豪
層
と
思
わ
れ
る
磯
部
村
の
彦
兵
衛
、
垂
井
村
の
三
郎
右
衛
門
と
組
ん
で
、
年
貢
の
船
に
よ
る
輸
送
を
考
え
、
瀧
野
村
に
住
む
阿
江
左
兵
衛
佐
の
持
つ
渡
船
を
借
り
て
、
薪
十
荷
を
積
み
今
市
ま
で
乗
り
下
っ
た
。
こ
の
試
験
航
行
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
三
人
は
平
田
船
を
造
っ
て
舟
運
を
開
始
し
た
。
こ
の
時
の
航
路
は
お
そ
ら
く
垂
井
村
よ
り
下
流
、
川
口
ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
に
は
通
船
の
障
害
と
な
る
岩
場
等
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
、
川
船
と
操
船
技
術
を
持
て
ば
通
船
は
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
下
流
部
で
の
舟
運
の
盛
況
を
見
た
上
瀧
野
村
の
阿
江
与
助
は
、
瀧
野
よ
り
川
口
ま
で
の
舟
運
開
設
を
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
は
岩
礁
が
あ
っ
て
簡
単
に
は
通
船
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
所
々
の
岩
の
間
に
舟
通
し
を
切
り
明
け
る
開
削
工
事
を
実
施
し
た
。
こ
れ
が
後
世
ま
で
瀧
野
川
（
３
）
の
水
運
路
開
発
と
し
て
人
々
に
記
憶
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
時
期
は
、
後
世
の
由
緒
書
等
は
文
禄
三
年
で
あ
っ
た
と
記
す
。
こ
れ
に
は
確
證
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
文
禄
末
年
頃
迄
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
開
削
工
事
に
よ
っ
て
下
流
へ
の
水
運
路
が
確
保
さ
れ
た
の
で
、
与
助
は
宍
粟
川
（
揖
保
川
）
の
a
瀬
船
を
買
取
っ
て
廻
送
し
て
い
る
。
こ
れ
が
加
古
川
に
「
a
瀬
船
」
が
浮
ん
だ
最
初
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
水
運
路
維
持
や
造
船
・
操
船
技
術
も
揖
保
川
か
ら
導
入
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
、
瀧
野
に
与
助
を
含
め
て
三
人
の
船
持
が
居
た
と
い
う
の
で
、
少
な
く
と
も
三
艘
以
上
の
a
瀬
船
が
あ
っ
て
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
瀧
野
村
の
前
の
加
古
川
に
は
、
後
に
「
闘
龍
灘
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
大
き
な
瀧
（
岩
礁
）
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
越
え
て
船
を
通
す
こ
と
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
瀧
野
よ
り
上
流
の
舟
運
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
二
八
っ
た
。
慶
長
九
年
、
上
流
田
高
村
の
土
豪
層
は
、
田
高
よ
り
瀧
野
ま
で
の
舟
運
開
通
を
計
画
し
、
途
中
の
川
中
に
あ
る
「
津
万
瀧
」
・
「
野
村
瀧
」
等
幾
つ
か
の
瀧
（
岩
礁
）
の
開
削
工
事
を
領
主
で
あ
る
姫
路
藩
の
臣
・
中
村
主
殿
頭
に
願
い
出
て
許
可
を
得
た
。
し
か
し
工
事
を
開
始
し
て
み
る
と
予
想
に
反
す
る
難
工
事
で
、「
石
切
」
を
雇
い
諸
道
具
を
用
意
し
、
多
く
の
人
足
を
動
員
し
た
が
、
成
功
は
覚
束
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
中
村
主
殿
頭
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
で
不
成
功
で
は
不
憫
で
あ
る
の
で
「
石
切
之
上
手
」（
高
度
の
技
術
を
持
つ
石
切
の
集
団
で
あ
ろ
う
）
を
貸
し
て
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
借
請
け
て
慶
長
十
一
年
十
月
に
完
成
し
た
。
し
か
し
、「
石
切
衆
」
へ
の
扶
持
や
諸
道
具
の
用
意
で
、
多
く
の
出
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
田
高
よ
り
瀧
野
ま
で
の
水
運
路
は
完
成
し
、
通
船
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
田
高
村
の
内
の
川
附
の
芝
地
に
、
舟
運
の
拠
点
と
し
て
の
新
田
集
落
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
「
田
高
舟
町
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
暦
三
年
に
は
家
数
三
十
軒
余
に
も
な
り
、
住
人
は
殆
ん
ど
「
舟
持
・
加
子
之
者
共
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
田
高
よ
り
上
流
へ
の
舟
運
の
開
発
は
、
支
流
柏
原
川
と
の
合
流
点
近
く
の
本
郷
村
ま
で
、
本
郷
川
と
呼
ば
れ
る
部
分
で
進
め
ら
れ
た
が
、
何
時
完
成
し
た
か
い
ま
だ
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
宝
永
三
年
と
推
定
さ
れ
る
織
田
山
城
守
の
「
覚
」
（
３
）
に
、
「
先
年
、
織
田
上
野
柏
原
住
居
之
節
、
言
上
仕
、
取
立
さ
せ
」
た
と
い
い
、
そ
の
理
由
は
、「
a
瀬
船
取
立
さ
せ
候
儀
ハ
、
柏
原
A
京
大
坂
山
路
ニ
而
日
用
之
物
不
自
由
ニ
御
座
候
間
、
致
難
儀
」
す
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
織
田
上
野
」
は
柏
原
藩
主
・
上
野
介
信
勝
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
郷
川
舟
運
を
取
立
て
さ
せ
た
と
す
れ
ば
、
寛
永
十
六
年
以
降
と
な
り
、
慶
安
三
年
ま
で
は
「
本
郷
川
之
御
運
上
」
を
二
貫
目
ほ
ど
納
め
て
い
た
と
云
う
の
で
、
本
郷
川
舟
運
の
成
立
は
寛
永
十
六
年
よ
り
慶
安
三
年
の
間
に
あ
っ
た
事
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
開
発
主
体
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
郷
よ
り
荷
を
積
ん
で
下
る
船
は
、
田
高
地
先
に
井
関
が
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
二
九
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
ま
通
船
で
き
ず
、
田
高
で
荷
を
積
み
替
え
た
。
そ
し
て
再
び
瀧
野
で
積
み
替
え
る
こ
と
に
な
る
。
最
上
流
の
本
郷
に
ま
で
至
っ
た
加
古
川
舟
運
も
、
種
々
の
障
害
に
よ
り
最
低
二
度
の
船
荷
積
み
替
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
田
高
川
水
運
路
が
完
成
し
た
翌
年
の
慶
長
十
二
年
、
姫
路
藩
は
田
高
船
持
衆
に
通
船
の
権
利
を
与
え
る
と
同
時
に
運
上
金
を
課
し
た
。
こ
れ
が
後
に
「
田
高
川
船
座
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
発
端
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
慶
長
九
年
に
、
下
流
域
で
二
見
村
の
藤
左
衛
門
に
運
上
金
上
納
を
条
件
に
大
門
村
よ
り
下
流
の
通
船
権
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
体
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
元
和
三
年
、
姫
路
城
に
池
田
氏
に
代
っ
て
本
多
美
濃
守
忠
政
が
入
部
す
る
と
、
瀧
野
村
も
田
高
村
も
本
多
氏
の
領
地
と
な
っ
た
。
そ
し
て
四
年
後
の
元
和
七
年
、
本
多
氏
へ
の
出
入
商
人
で
大
坂
の
蔵
本
を
勤
め
る
橋
本
浄
全
等
の
願
出
に
よ
り
、
瀧
野
川
舟
運
も
田
高
川
舟
運
と
共
に
「
舟
扮
さ
ば
き
御
運
上
」
場
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
水
運
を
独
占
し
、
川
船
の
積
荷
か
ら
運
上
金
等
を
徴
収
し
て
領
主
へ
の
上
納
を
請
負
う
、
後
に
「
船
座
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
坂
町
人
橋
本
浄
全
等
に
よ
る
「
船
座
」
請
負
も
三
ヶ
年
間
で
終
り
、
元
和
九
年
三
月
か
ら
は
田
高
川
は
再
び
田
高
村
の
船
持
衆
代
表
伝
入
斉
の
請
負
と
な
り
、
瀧
野
川
は
初
め
て
阿
江
与
助
の
子
・
瀧
野
村
九
郎
兵
衛
の
請
負
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
田
高
・
瀧
野
両
船
座
と
も
、
寛
永
十
一
年
か
ら
は
、
姫
路
藩
主
本
多
氏
の
御
用
商
人
で
あ
る
江
戸
の
渡
部
忠
八
の
請
負
と
な
る
。
寛
永
十
六
年
の
本
多
氏
移
封
に
と
も
な
い
請
負
は
再
び
地
元
に
も
ど
る
が
、
田
高
村
は
こ
の
時
天
領
と
な
り
、
船
座
も
寛
文
年
間
以
後
は
七
年
季
・
十
年
季
等
の
入
札
制
と
な
り
請
負
人
も
転
々
と
変
っ
た
。
瀧
野
村
は
姫
路
藩
領
に
残
っ
た
が
、
船
座
は
貞
享
二
年
四
月
か
ら
渡
部
忠
八
の
子
孫
に
当
る
「
普
代
町
人
」
渡
部
五
郎
八
の
請
負
と
な
り
、
宝
永
元
年
の
本
多
氏
移
封
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
は
上
瀧
野
村
の
阿
江
家
の
請
負
と
な
り
明
治
二
年
の
船
座
廃
止
ま
で
継
続
し
た
。
加
古
川
舟
運
の
輸
送
量
を
反
映
す
る
と
思
わ
れ
る
川
船
の
数
は
、
瀧
野
川
舟
運
開
通
時
に
は
瀧
野
に
数
艘
で
あ
っ
た
が
、
元
和
元
年
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
三
〇
の
大
坂
の
陣
に
は
姫
路
城
主
池
田
氏
の
命
で
、
摂
州
神
崎
川
の
船
橋
架
橋
用
と
し
て
十
艘
の
a
瀬
船
を
送
っ
て
い
る
。
こ
の
時
大
坂
へ
船
を
送
っ
た
の
は
瀧
野
ば
か
り
で
な
く
、
下
流
の
粟
生
村
で
も
五
艘
を
送
り
、
上
流
の
田
高
村
で
も
数
艘
を
送
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
か
ら
推
測
し
て
、
当
時
加
古
川
沿
岸
に
相
当
数
の
a
瀬
船
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
万
治
二
年
に
は
、
瀧
野
よ
り
下
流
の
沿
岸
村
々
に
五
十
艘
も
の
a
瀬
船
が
あ
り
、
正
徳
四
年
に
は
百
二
艘
に
も
な
っ
て
い
る
（
下
表
参
照
）。
瀧
野
・
新
町
村
の
み
の
船
数
の
変
遷
を
見
て
も
、
元
和
以
後
除
々
に
増
加
し
て
行
き
、
元
禄
期
に
最
高
と
な
る
。
元
禄
八
年
に
は
上
下
瀧
野
村
の
み
で
も
五
十
艘
を
は
る
か
に
越
え
て
い
る
。
そ
の
後
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
が
、
明
治
期
に
入
る
と
再
び
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
川
船
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
荷
物
は
、
時
代
に
よ
り
場
所
に
よ
っ
て
多
少
は
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
天
領
お
よ
び
諸
藩
の
年
貢
で
あ
る
米
・
大
豆
と
商
人
米
で
、
そ
の
他
は
山
方
か
ら
出
る
諸
産
物
、
木
材
と
そ
の
加
工
品
、
鉱
山
産
物
等
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
安
永
二
年
の
「
覚
」
を
見
る
と
、
中
流
の
瀧
野
村
船
座
を
通
っ
た
「
丹
州
・
播
州
よ
り
出
候
荷
物
」
と
し
て
、
次
の
如
き
産
物
が
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
栗
、
柿
、
柏
、
こ
ん
に
ゃ
く
玉
、
く
る
ミ
、
木
ノ
実
　
三
一
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
正徳４年　加古川下流域船数表 
村　　名 
瀧野村 
新町村 
北野村 
河高村 
野　村 
大門村 
古世（瀬）村 
太郎太夫村 
国兼（包）村 
芝　村 
里　村 
船頭村 
計 
領　主　名 
榊原式部大夫 
内藤豊前守 
同　上 
仙石越前守 
内藤豊前守 
八木勘十郎 
稲垣対馬守 
石原新十郎代官所 
榊原式部大夫 
同　上 
同　上 
同　上 
船１艘１ケ年運上額 
米、１石３斗５升 
免　除 
米、１石２斗 
米、　　６斗 
米、１石２斗 
米、１石２斗 
銀、３０匁 
免　除 
免　除 
米、１石３斗５升 
同　上 
同　上 
a瀬舟数 
3 0 艘 
1 2  
6  
4  
3  
1 1  
4  
1 0  
4  
4  
4  
1 0  
1 0 2
一
ご
ま
、
菜
種
、
ゑ
ご
、
綿
実
、
荒
苧
、
に
ご
き
一
真
綿
、
紙
、
か
ご
、
銅
、
鉄
、
い
も
一
松
茸
、
し
や
な
、
た
ば
こ
、
茶
一
竹
、
木
、
炭
、
薪
、
扶
香
、
桧
・
杉
木
ノ
皮
類
一
柴
、
戸
、
セ
う
じ
、
指
物
、
松
は
い
、
花
は
い
、
油
臼
一
長
持
、
た
ん
す
、
箕
、
い
か
き
、
切
竹
木
之
類
こ
れ
ら
の
他
に
は
、
他
の
文
書
の
中
に
散
見
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
お
こ
し
炭
、
鍛
冶
炭
、
つ
く
ね
芋
、
黄
蓮
、
青
物
類
、
生
野
の
銀
荷
物
等
が
あ
る
が
、
前
掲
の
産
物
と
ほ
ぼ
同
種
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
殆
ん
ど
が
加
古
川
を
下
り
、
高
砂
湊
に
着
く
荷
物
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
加
古
川
を
上
る
帰
り
荷
は
、
塩
荷
が
多
く
を
占
め
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
他
は
確
実
な
史
料
が
な
く
て
不
明
で
あ
る
が
、
干
鰯
等
の
肥
料
、
海
産
物
、
日
用
雑
貨
等
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
二
　
由
良
川
の
舟
運
丹
波
山
地
に
源
を
も
つ
由
良
川
は
、
西
流
し
て
和
知
・
綾
部
を
通
り
、
福
知
山
を
過
ぎ
た
所
か
ら
方
向
を
転
じ
て
北
流
し
、
河
口
の
由
良
か
ら
日
本
海
に
流
出
す
る
。
こ
の
川
の
下
流
部
は
勾
配
が
緩
く
、
内
海
の
如
く
で
河
口
か
ら
十
五
キ
ロ
以
上
も
遡
っ
た
二
ケ
村
・
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
三
二
有
路
村
辺
ま
で
、
海
の
廻
船
が
入
っ
て
来
た
と
い
う
。
正
徳
四
年
の
「
覚
」
（
４
）
で
あ
る
が
、
「
弐
ケ
村
A
栗
田
之
湊
迄
四
里
之
間
ハ
、
入
海
同
前
之
大
川
故
、
則
北
国
筋
佐
渡
・
越
後
并
丹
後
近
国
之
渡
海
船
、
弐
百
石
積
三
百
石
積
迄
之
大
船
共
、
右
弐
ケ
村
迄
入
津
仕
候
、」
と
あ
っ
て
、
古
く
よ
り
北
国
筋
の
廻
船
が
二
ケ
村
辺
ま
で
入
っ
て
い
た
事
を
記
し
て
い
る
。
日
本
海
を
渡
っ
て
来
た
廻
船
の
荷
物
は
、
こ
の
二
ケ
・
有
路
村
辺
で
川
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て
由
良
川
を
遡
っ
た
。
有
路
村
よ
り
少
し
上
流
の
城
下
町
で
あ
る
福
知
山
ま
で
は
、
近
世
初
期
に
は
既
に
水
運
が
開
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
慶
長
五
年
九
月
、
福
知
山
城
を
囲
ん
で
攻
め
て
い
た
細
川
忠
興
は
、
一
時
居
城
田
辺
に
帰
っ
た
。
そ
の
時
、
「
福
智
山
よ
り
丹
後
の
内
中
山
の
城
下
迄
川
舟
ニ
召
し
、
夫
よ
り
田
辺
へ
壱
里
計
ハ
陸
路
御
越
被
成
候
」
（
５
）
と
あ
っ
て
、
福
知
山
よ
り
中
山
ま
で
は
川
船
に
乗
っ
て
下
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
後
の
編
纂
物
の
記
事
で
あ
っ
て
不
確
か
な
点
も
あ
る
が
、
当
時
船
さ
え
あ
れ
ば
航
行
は
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
永
元
年
か
ら
慶
安
元
年
ま
で
の
間
の
稲
葉
氏
在
城
期
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
丹
波
福
智
山
城
図
」
（
６
）
の
中
に
、
城
下
町
の
東
を
流
れ
る
由
良
川
の
北
端
に
、
「
此
川
下
ハ
丹
後
由
良
ノ
ミ
な
と
へ
出
候
也
、
福
知
山
A
由
良
迄
、
八
里
川
舟
也
」
と
あ
る
。
ま
た
明
覚
寺
裏
の
大
川
（
由
良
川
）
と
土
師
川
合
流
点
に
「
船
渡
シ
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
は
ま
た
「
丹
後
A
ノ
舟
着
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
由
良
湊
と
福
知
山
の
間
に
恒
常
的
な
舟
運
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
慶
安
四
年
に
は
、
福
知
山
の
糀
屋
小
兵
衛
は
藩
の
御
用
鰤
を
積
み
に
丹
後
伊
根
浦
ま
で
川
船
で
下
っ
て
い
る
し
（
７
）
、
寛
文
七
年
五
月
に
は
幕
府
代
官
・
藤
林
市
兵
衛
は
、
福
知
山
城
下
の
蛇
ヶ
鼻
よ
り
川
船
に
乗
船
し
て
河
守
ま
で
下
り
（
８
）
、
翌
八
年
二
月
に
も
宮
津
に
向
っ
て
川
船
を
利
用
し
て
い
る
（
９
）
。
三
三
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
寛
文
九
年
、
福
知
山
藩
主
松
平
氏
は
九
州
嶋
原
に
転
封
と
な
り
、
家
中
荷
物
を
嶋
原
に
送
る
た
め
由
良
舟
を
雇
っ
て
由
良
川
を
下
し
、
川
口
の
神
崎
前
に
停
泊
す
る
廻
船
に
積
み
移
し
て
い
る
（
10
）
。
藩
主
お
よ
び
家
中
の
全
て
の
荷
物
で
あ
る
の
で
、
相
当
量
の
輸
送
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
二
年
、
丹
後
へ
の
旅
の
途
中
で
、
福
知
山
を
通
っ
た
貝
原
益
軒
は
、
「
福
知
山
に
着
く
。
山
上
に
城
あ
り
。（
中
略
）
大
河
其
東
北
に
流
る
。
川
舟
お
ほ
し
。
是
よ
り
舟
に
の
り
て
、
丹
後
の
由
良
に
下
る
と
い
ふ
。」
と
、
福
知
山
城
下
に
由
良
湊
ま
で
下
る
川
船
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
11
）
。
福
知
山
よ
り
上
流
へ
の
舟
運
は
、
近
世
初
期
か
ら
船
が
登
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
本
格
的
に
始
る
の
は
寛
永
十
年
、
九
鬼
隆
季
が
二
万
石
で
綾
部
に
入
封
し
た
時
か
ら
で
あ
ろ
う
。
今
知
ら
れ
る
記
録
で
は
享
保
期
で
あ
る
が
、
綾
部
城
下
町
の
西
方
、
由
良
川
右
岸
栗
村
の
河
原
に
小
屋
を
建
て
て
舟
場
を
設
け
、
「
若
州
廻
来
、
十
月
（
享
保
九
）
四
日
A
栗
村
舟
場
下
芝
間
ニ
小
屋
を
懸
、
廿
五
日
A
米
納
所
、
栗
村
小
畑
A
納
」
（
12
）
と
、
領
内
村
々
の
年
貢
米
を
こ
こ
に
集
め
、
川
船
に
積
ん
で
若
狭
へ
送
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
以
前
か
ら
綾
部
藩
は
同
じ
よ
う
な
方
式
で
年
貢
米
の
廻
送
を
行
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
二
年
の
記
録
（
13
）
で
は
、
こ
れ
以
前
か
ら
年
貢
米
輸
送
の
船
に
限
ら
ず
、
多
く
の
「
商
売
船
」
が
綾
部
城
下
町
近
く
ま
で
上
っ
て
き
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
が
、
「
下
川
筋
船
着
之
義
、
米
穀
ニ
不
限
惣
而
商
売
船
、
猥
着
岸
前
々
よ
り
御
停
止
ニ
て
、
大
嶋
村
ニ
波
戸
場
相
定
り
、」
と
、
綾
部
城
下
町
の
西
端
・
大
島
村
に
公
的
に
「
波
戸
場
」
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
綾
部
藩
の
舟
運
統
制
策
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
多
く
の
商
船
が
綾
部
附
近
に
着
岸
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
三
四
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
享
保
期
ま
で
に
は
、
由
良
川
の
舟
運
が
綾
部
附
近
ま
で
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
め
ら
れ
よ
う
。
三
　
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
Ⅰ
　
宝
永
・
正
徳
期
の
計
画
前
述
の
加
古
川
と
由
良
川
の
舟
運
開
発
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
両
者
を
結
び
付
け
て
新
し
い
輸
送
路
を
創
出
し
、
西
廻
り
航
路
の
欠
点
を
補
い
輸
送
時
間
の
短
縮
と
安
全
性
確
保
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
、
宝
永
期
に
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
加
古
川
と
由
良
川
を
結
ぶ
発
想
は
、
既
に
寛
永
〜
慶
安
期
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
図
の
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
丹
波
福
智
山
城
図
」
（
14
）
で
、
由
良
川
の
支
流
、
土
師
川
の
所
に
、
「
此
川
上
ハ
、
氷
上
郡
本
郷
A
流
レ
来
ル
。
播
磨
高
砂
へ
も
ツ
ゝ
キ
タ
ル
川
也
」
と
あ
っ
て
、
由
良
川
か
ら
加
古
川
・
高
砂
湊
へ
の
連
続
性
を
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
発
想
を
引
継
い
で
、「
丹
後
宮
津
領
栗
田
之
湊
」
と
「
播
州
高
砂
之
湊
」
を
結
び
、
西
廻
り
航
路
の
「
北
海
西
大
廻
、
大
坂
迄
海
上
凡
三
百
弐
拾
里
余
之
難
所
を
乗
申
候
付
、
時
々
破
船
有
之
、
米
穀
諸
荷
物
大
分
海
中
江
捨
り
、
年
々
人
茂
損
申
」
と
い
う
危
険
を
除
き
「
内
海
・
内
川
纔
ニ
四
拾
五
里
ニ
而
、
自
今
以
後
海
上
破
船
之
無
気
遣
、
日
数
六
日
七
日
ニ
ハ
御
請
合
申
上
、
大
坂
着
仕
候
」
（
15
）
と
い
三
五
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
う
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
に
は
、
栗
田
湊
よ
り
高
砂
湊
ま
で
二
十
六
里
あ
る
が
、
そ
の
内
二
十
二
里
は
「
先
規
A
川
船
往
来
仕
候
」
と
既
に
舟
運
が
あ
る
の
で
、
残
り
四
里
で
、
そ
の
内
「
丹
波
氷
上
郡
之
内
弐
里
半
川
浚
仕
、
並
壱
里
半
陸
地
路
普
請
仕
候
得
ハ
」
と
、
二
里
半
を
「
川
浚
」
し
て
船
を
通
し
、
一
里
半
の
道
を
普
請
し
て
直
せ
ば
、「
丹
後
宮
津
領
A
大
坂
迄
、
心
安
ク
着
船
罷
成
候
」
（
16
）
と
い
う
。
こ
の
計
画
を
岡
村
善
八
が
江
戸
幕
府
に
出
願
し
た
。
最
初
の
出
願
の
時
期
は
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
宝
永
三
年
六
月
以
前
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
幕
府
勘
定
所
に
呼
ば
れ
た
岡
村
善
八
は
、
こ
の
願
の
場
所
は
「
上
方
御
支
配
」
で
あ
る
の
で
京
都
に
出
願
す
る
よ
う
に
云
わ
れ
、
宝
永
三
年
六
月
十
八
日
に
京
都
奉
行
所
に
出
願
し
て
い
る
。
（
17
）
こ
の
出
願
人
で
あ
る
岡
村
善
八
と
は
、
ど
の
様
な
人
物
で
あ
っ
た
か
残
念
な
が
ら
明
ら
か
で
な
い
が
、
宝
永
六
年
の
願
書
（
18
）
に
は
「
江
戸
室
町
二
丁
目
」
と
肩
書
が
あ
り
、
宝
永
七
年
の
願
書
（
19
）
に
は
「
大
坂
天
満
老
松
町
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
が
本
居
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
坂
の
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
京
都
出
願
よ
り
四
年
後
の
宝
永
七
年
四
月
二
十
五
日
、
よ
う
や
く
京
都
奉
行
中
根
摂
津
守
正
包
に
取
上
げ
ら
れ
て
吟
味
と
な
っ
た
が
、
「
右
川
筋
之
内
ニ
船
座
有
之
、
伏
見
建
部
内
匠
頭
様
御
支
配
ニ
而
候
間
、
早
々
伏
見
江
相
願
候
得
与
被
仰
付
」
（
20
）
と
、
出
願
の
川
筋
に
「
船
座
」（
こ
れ
は
加
古
川
上
流
の
田
高
船
座
）
が
あ
り
、
伏
見
奉
行
の
支
配
下
な
の
で
伏
見
に
願
い
出
る
よ
う
申
付
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
五
月
十
三
日
、
伏
見
奉
行
・
建
部
内
匠
頭
政
宇
に
出
願
し
た
と
こ
ろ
、「
再
三
御
吟
味
之
上
、
右
船
座
請
負
人
中
江
対
談
被
仰
付
」
（
21
）
た
の
で
、
当
時
田
高
船
座
の
請
負
人
で
あ
っ
た
大
黒
屋
・
中
村
源
兵
衛
と
九
月
に
対
談
し
た
。
そ
の
時
の
対
談
書
（
22
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
る
と
、
先
ず
最
初
に
宝
永
六
年
八
月
十
三
日
に
提
出
し
た
願
書
の
写
を
掲
げ
、
こ
れ
以
外
の
事
は
願
っ
て
い
な
い
と
し
、
ま
た
船
座
請
所
の
区
間
の
高
瀬
船
や
出
荷
物
等
に
対
し
て
は
こ
れ
迄
通
り
で
何
の
妨
も
し
な
い
。
こ
ち
ら
は
東
芦
田
よ
り
本
郷
ま
で
二
里
半
余
の
川
の
「
川
浚
」
を
し
て
船
を
通
し
、
東
芦
田
に
船
会
所
を
置
い
て
荷
主
及
び
船
頭
・
水
主
よ
り
「
積
口
銭
」
を
取
っ
て
、
そ
れ
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
三
六
で
川
普
請
等
水
運
路
の
維
持
を
行
な
う
。
こ
の
区
間
に
船
座
持
の
船
が
入
っ
て
働
く
こ
と
は
自
由
だ
が
、
他
船
同
様
に
運
上
銀
は
受
取
る
。
勿
論
船
賃
は
そ
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
田
高
船
座
と
合
意
し
た
岡
村
善
八
は
、
相
対
證
文
を
取
り
替
わ
し
た
旨
を
伏
見
奉
行
に
届
け
出
た
。
伏
見
奉
行
は
こ
れ
で
「
此
方
支
配
船
座
・
百
姓
共
ニ
至
迄
、
少
茂
指
支
無
之
候
、
其
外
給
所
入
組
之
儀
者
、
京
都
ニ
而
御
吟
味
可
有
之
儀
ニ
候
間
、
勝
手
次
第
京
都
江
可
参
」
（
23
）
と
、
こ
ち
ら
は
何
の
差
支
も
な
い
の
で
他
領
地
と
の
関
係
は
京
都
奉
行
の
管
轄
な
の
で
京
都
へ
行
け
と
指
示
さ
れ
、
再
び
京
都
奉
行
所
へ
出
願
し
た
。
同
年
十
一
月
二
十
五
日
再
び
京
都
奉
行
中
根
摂
津
守
の
吟
味
と
な
り
、「
絵
図
・
願
書
・
其
外
書
付
共
」
を
提
出
し
た
が
（
24
）
、
こ
の
時
の
願
書
が
残
っ
て
お
り
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
（
25
）
。
「
岡
村
（
端
裏
書
）
善
八
A
江
戸
へ
指
上
申
候
願
書
ノ
う
つ
し
」
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
近
道
川
船
往
来
之
義
奉
願
候
事
一
丹
後
宮
津
領
栗
田
之
湊
A
播
\
高
砂
之
湊
迄
、
大
川
廿
六
里
有
之
、
此
内
廿
弐
里
先
規
A
川
舟
往
来
仕
候
、
残
四
里
丹
波
氷
上
郡
之
内
弐
里
半
川
浚
仕
、
並
壱
里
半
陸
地
道
普
請
仕
候
得
ハ
、
右
丹
後
宮
津
領
A
大
坂
迄
心
安
着
船
罷
成
候
、
近
道
川
船
之
義
数
年
見
立
、
此
度
奉
願
上
候
事
一
右
丹
後
宮
津
領
A
北
海
西
大
廻
り
大
坂
迄
、
海
上
凡
三
百
廿
里
余
之
難
所
を
乗
申
候
ニ
付
、
時
々
破
損
（
船
）
有
之
、
米
穀
諸
荷
物
大
分
海
中
へ
捨
り
、
年
々
人
茂
損
シ
申
候
所
、
右
川
船
往
来
之
義
被
為
仰
付
被
下
候
得
ハ
、
内
海
内
川
纔
四
拾
五
里
ニ
而
、
自
今
以
後
海
上
破
船
之
無
気
遣
、
日
数
六
日
七
日
ニ
ハ
御
請
合
申
上
、
大
坂
着
仕
候
故
、
是
迄
所
払
ニ
罷
成
候
米
穀
諸
荷
物
、
或
ハ
近
国
山
々
ニ
捨
り
有
之
候
雑
木
、
炭
薪
挽
板
ニ
仕
、
大
坂
並
京
都
へ
川
船
ニ
積
登
せ
売
払
申
候
ニ
付
、
御
百
姓
衆
御
年
貢
等
之
便
り
ニ
罷
成
、
其
上
川
筋
舟
頭
水
主
綱
引
車
力
人
足
、
或
ハ
馬
持
諸
売
（
商
）
人
ニ
至
迄
、
大
勢
之
渡
世
仕
、
乍
恐
万
民
之
御
救
与
奉
存
候
事
三
七
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
一
右
弐
里
半
之
川
浚
場
所
ニ
、
川
を
掘
透
或
ハ
古
田
新
田
を
潰
シ
申
義
毛
頭
無
御
座
候
、
往
古
A
有
来
候
川
筋
所
々
水
並
を
直
シ
申
迄
ニ
御
座
候
、
依
之
日
数
丗
日
に
ハ
慥
成
家
持
請
人
相
立
、
急
度
川
浚
川
普
請
可
仕
候
事
一
右
壱
里
半
之
陸
地
道
普
請
之
場
所
ニ
、
山
を
切
り
岩
を
引
除
或
ハ
新
道
を
付
替
申
義
、
曽
而
無
御
座
候
、
先
規
A
有
来
候
細
道
を
、
牛
馬
往
来
罷
成
様
ニ
道
を
広
申
迄
ニ
御
座
候
、
依
之
日
数
四
ヶ
月
ニ
是
又
慥
成
家
持
請
人
相
立
、
急
度
道
普
請
可
仕
候
事
一
右
川
筋
之
内
、
播
州
瀧
野
A
丹
波
本
郷
迄
七
里
之
間
ハ
、
伏
見
建
部
内
匠
頭
様
御
支
配
、
御
運
上
金
入
札
を
以
拾
年
切
ニ
被
仰
付
候
高
瀬
船
有
之
候
ニ
付
、
則
寅
ノ
五
月
十
三
日
内
匠
頭
様
へ
御
願
ニ
罷
出
候
処
、
絵
図
願
書
之
趣
委
細
御
吟
味
之
上
、
右
拾
年
切
舟
座
請
負
人
共
江
相
対
仕
候
様
ニ
被
仰
付
、
則
相
対
仕
候
処
、
何
之
差
構
も
無
御
座
候
故
、
其
趣
私
方
へ
證
文
取
相
済
申
候
事
一
右
川
筋
之
内
、
御
公
料
御
給
所
入
組
之
地
ニ
而
御
座
候
ニ
付
、
則
江
戸
於
御
上
屋
敷
、
御
大
名
様
方
へ
悉
書
付
を
以
御
訴
申
上
候
処
、
絵
図
願
書
之
趣
委
細
御
聞
届
之
上
、
御
国
本
御
役
人
中
へ
可
被
仰
遣
候
之
旨
、
被
仰
聞
候
事
一
右
川
筋
御
料
私
領
庄
屋
年
寄
中
へ
、
幾
度
も
及
面
談
相
対
申
合
候
処
、
御
田
地
井
堰
用
水
之
義
、
先
規
A
川
船
往
来
致
来
候
格
式
之
通
運
送
仕
候
得
ハ
、
何
之
指
支
も
無
御
座
候
由
、
被
申
候
事
一
右
川
筋
御
料
私
領
入
組
之
御
百
姓
中
、
先
規
A
持
来
候
高
瀬
船
、
且
又
積
来
候
荷
物
、
私
方
A
一
切
構
不
申
候
、
私
方
へ
積
申
荷
物
ハ
、
右
四
里
之
所
川
浚
道
普
請
被
為
仰
付
被
下
候
得
ハ
、
新
規
ニ
米
穀
諸
荷
物
大
分
出
申
候
ニ
付
、
其
荷
物
積
口
銭
助
力
ヲ
以
、
私
共
渡
世
並
川
浚
道
普
請
永
代
私
方
A
仕
、
荷
物
無
滞
運
送
可
仕
候
、
勿
論
舟
賃
駄
賃
銀
之
義
ハ
、
前
々
A
在
来
候
割
合
を
以
、
船
頭
車
力
之
者
共
と
相
対
可
仕
候
事
一
乍
恐
為
船
御
年
貢
、
白
銀
千
枚
宛
上
納
仕
度
候
事
但
荷
物
廻
り
高
之
積
り
を
以
、
拾
五
石
積
A
弐
拾
石
積
迄
高
瀬
船
五
百
艘
、
私
共
手
前
金
を
以
段
々
造
り
立
、
高
瀬
船
壱
艘
ニ
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
三
八
付
白
銀
弐
枚
宛
、
毎
年
永
代
奉
指
上
申
度
候
事
右
之
趣
、
被
聞
召
上
御
慈
悲
を
以
被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
、
難
有
忝
可
奉
存
候
、
以
上
大
坂
天
満
老
松
町
宝
永
七
年
寅
十
一
月
廿
五
日
　
願
人
　
岡
村
善
八
印
御
奉
行
様
こ
の
願
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
後
何
の
呼
出
し
も
な
か
っ
た
。
そ
の
内
、
中
根
摂
津
守
が
江
戸
へ
参
府
し
、
岡
村
善
八
も
そ
の
後
を
追
っ
て
江
戸
に
下
っ
て
、
中
根
の
江
戸
屋
敷
に
何
度
も
願
い
出
た
が
、「
御
支
配
之
外
、
丹
後
領
入
組
茂
有
之
候
ニ
付
、
早
速
御
吟
味
難
被
遂
」
（
26
）
と
、
支
配
領
域
の
入
組
を
理
由
に
、
吟
味
が
進
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
岡
村
善
八
は
あ
き
ら
め
ず
、
そ
の
後
も
訴
え
続
け
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
四
年
後
の
正
徳
四
年
、
六
月
十
八
日
と
二
十
七
日
の
両
度
、
幕
府
勘
定
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
広
縁
に
召
出
さ
れ
て
勘
定
奉
行
以
下
立
会
の
も
と
に
吟
味
を
受
け
、
こ
の
後
は
京
都
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
・
大
坂
代
官
細
田
伊
左
衛
門
の
担
当
と
さ
れ
た
（
27
）
。
そ
の
後
は
両
代
官
に
度
々
召
出
さ
れ
て
吟
味
を
受
け
た
が
、
代
官
よ
り
の
示
唆
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
岡
村
善
八
は
現
地
の
川
筋
を
な
お
良
く
調
査
し
た
い
と
願
い
出
、「
尤
之
儀
ニ
候
間
、
勝
手
次
第
川
筋
罷
越
、
其
所
之
御
地
頭
様
方
并
村
々
不
残
書
付
参
候
様
」
と
、
現
地
の
関
係
領
主
及
び
関
係
村
々
全
て
か
ら
了
承
の
書
付
を
取
る
様
に
と
指
示
さ
れ
た
。
勿
論
そ
の
後
に
、
代
官
も
現
地
調
査
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
28
）
。
こ
の
時
岡
村
善
八
が
願
い
出
た
願
書
で
の
地
元
と
の
関
係
は
、
従
来
よ
り
川
筋
に
あ
っ
て
働
い
て
来
て
い
る
船
持
の
輸
送
荷
物
、
地
三
九
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
頭
へ
納
め
る
船
年
貢
、
川
沿
村
々
へ
の
用
水
・
堰
等
、
こ
れ
迄
の
状
況
に
は
何
の
変
化
も
願
わ
な
い
。
私
の
願
が
許
可
と
な
っ
て
新
規
の
荷
物
が
廻
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
高
に
応
じ
て
「
新
船
・
新
馬
」
を
調
え
る
が
、
そ
の
船
・
馬
は
「
船
之
株
・
馬
之
株
」
と
し
て
川
筋
村
々
に
渡
し
、
船
賃
・
駄
賃
は
村
々
の
助
成
と
す
る
。
私
の
「
徳
用
」
は
新
荷
物
に
対
す
る
「
積
口
銭
」
の
徴
収
の
み
で
あ
る
。
こ
の
収
入
で
川
筋
の
川
浚
・
道
普
請
等
新
設
輸
送
路
の
維
持
・
管
理
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
29
）
。
そ
の
後
、
岡
村
善
八
は
現
地
に
赴
き
、
種
々
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
同
年
十
二
月
二
十
二
日
に
次
の
様
な
詳
し
い
計
画
書
（
覚
帳
）
（
30
）
を
作
成
し
て
、
小
堀
・
細
田
両
代
官
へ
提
出
し
た
。
「（表
紙
）丹
後
川
浚
并
道
普
請
丹
波
　
三
ケ
国
　
　
諸
事
覚
高
瀬
船
通
用
播
磨
大
坂
天
満
老
松
町
□
□
□
□
（
岡
村
善
八
）
」
覚
一
北
海
丹
後
宮
津
領
栗
田
之
湊
A
南
海
播
\
高
砂
之
湊
ま
て
廿
壱
里
ハ
先
規
A
川
船
往
来
仕
候
事
弐
拾
六
里
有
之
此
内
　
　
壱
里
余
ハ
荒
川
A
下
榎
原
迄
枝
川
を
浚
、
舟
登
せ
申
度
候
事
壱
里
半
ハ
下
榎
原
A
東
芦
田
迄
、
陸
地
道
普
請
奉
願
上
候
事
弐
里
半
ハ
東
芦
田
A
本
郷
迄
、
川
浚
川
普
請
奉
願
上
候
事
右
川
筋
ニ
先
規
A
有
来
候
船
持
馬
持
并
問
屋
、
且
又
此
度
新
規
ニ
相
調
候
新
船
新
馬
新
船
会
所
、
或
ハ
川
浚
川
普
請
并
陸
地
道
普
請
致
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
四
〇
方
之
事
此
湊
ハ
、
南
西
北
三
方
ニ
山
を
請
ケ
、
如
何
程
之
難
風
ニ
も
此
湊
へ
入
津
仕
候
得
ハ
、
怪
我
一
切
不
仕
候
、
勿
丹
後
栗
田
之
湊
論
大
湊
故
、
大
船
小
船
数
千
艘
入
込
候
而
も
、
手
支
申
儀
曽
而
無
御
座
候
事
右
湊
之
儀
者
、
諸
国
之
廻
船
難
風
之
砌
日
和
待
仕
候
よ
り
外
ハ
、
荷
物
捌
ケ
方
無
御
座
候
故
、
此
所
ニ
先
規
A
船
之
問
屋
其
外
支
配
之
者
も
無
御
座
候
、
依
之
私
共
願
相
叶
候
上
ハ
、
此
所
ニ
諸
役
人
指
置
、
御
城
米
或
ハ
近
国
諸
代
(
マ
マ)
名
様
方
御
廻
米
并
諸
商
人
荷
物
、
早
速
私
共
新
船
江
積
写
(
マ
マ)
シ
、
御
城
米
ハ
不
及
申
上
ル
、
諸
荷
物
共
ニ
御
急
用
之
節
ハ
大
坂
迄
日
数
五
日
ニ
ハ
急
度
御
請
合
申
上
、
着
船
可
仕
候
事附
り
、
右
丹
後
宮
津
領
A
北
海
大
廻
り
乗
り
候
へ
ハ
、
当
秋
之
出
来
米
ハ
翌
年
之
五
月
六
月
な
ら
で
ハ
大
坂
着
不
仕
候
處
、
右
川
船
ニ
積
候
へ
ハ
海
上
破
船
之
気
遣
な
く
、
殊
ニ
米
穀
壱
粒
も
無
御
失
墜
、
日
数
五
日
六
日
ニ
ハ
心
安
ク
大
坂
着
仕
候
事
此
弐
ケ
村
A
栗
田
之
湊
迄
四
里
之
間
ハ
、
入
海
同
前
之
大
川
故
、
則
北
国
筋
佐
渡
越
後
并
丹
後
近
国
之
渡
海
船
弐
百
石
積
三
百
石
積
迄
之
大
船
共
、
右
弐
ケ
村
迄
入
津
仕
候
、
依
之
諸
方
A
出
候
荷
物
并
海
船
川
船
共
に
、
大
庄
屋
善
右
衛
門
支
配
被
致
付
、
兼
而
右
善
右
衛
門
与
対
談
仕
、
何
之
差
構
も
無
御
座
候
事
右
弐
ケ
村
ニ
、
諸
方
A
出
候
米
穀
諸
荷
物
上
ヶ
場
積
場
船
会
所
并
諸
役
人
指
置
候
小
屋
を
建
、
御
城
米
并
近
国
御
大
名
様
方
御
廻
米
諸
商
人
荷
物
、
早
速
大
坂
へ
積
登
可
申
候
、
勿
論
雨
降
り
或
ハ
難
風
之
砌
ハ
土
蔵
へ
入
置
、
濡
く
つ
ろ
き
無
御
座
候
様
ニ
可
仕
候
事
此
所
A
東
芦
田
村
迄
壱
里
半
、
細
山
道
ニ
て
是
迄
牛
馬
往
来
無
之
候
所
、
此
度
願
相
叶
候
上
ハ
、
道
普
請
仕
諸
方
よ
り
出
候
米
穀
諸
荷
物
牛
馬
附
送
り
可
仕
候
事
船
之
組
頭
四
一
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
田
辺
領
丹
後
弐
ケ
村
丹
波
下
榎
原
右
下
榎
原
ニ
馬
之
組
頭
　
指
置
候
会
所
小
屋
を
建
、
諸
方
A
出
候
米
穀
諸
荷
物
、
早
速
大
坂
迄
附
ヶ
送
可
申
候
事
諸
役
人
　
陸
地
道
普
請
并
川
浚
川
普
請
之
事
一
福
知
山
領
荒
川
村
A
下
榎
原
天
照
与
申
所
迄
、
枝
川
壱
里
余
川
さ
ら
へ
場
所
此
人
足
数
五
百
人
　
但
シ
日
用
賃
壱
人
前
弐
匁
五
分
宛
代
銀
壱
貫
弐
百
五
拾
目
一
下
榎
原
A
東
芦
田
迄
壱
里
半
　
此
内
壱
里
余
平
地
之
所
道
普
請
此
人
足
数
合
三
千
人
日
用
賃
壱
人
前
ニ
弐
匁
五
分
宛
代
銀
七
貫
五
百
目
一
右
下
榎
原
A
壱
里
半
之
内
下
り
登
り
拾
八
丁
山
坂
道
普
請
東
芦
田
迄
但
シ
此
山
坂
峯
ニ
而
凡
四
千
坪
余
切
落
申
候
此
人
足
数
合
八
千
人
　
但
シ
壱
坪
ニ
付
人
足
弐
人
懸
り
壱
人
前
ニ
一
日
ニ
弐
匁
五
分
宛
代
銀
弐
拾
貫
目
一
右
山
坂
峯
A
切
落
シ
候
土
を
引
、
平
均
道
幅
を
広
ヶ
、
山
道
拾
八
丁
之
間
ハ
一
方
ニ
土
手
を
築
立
、
並
木
を
植
、
牛
馬
下
り
登
り
往
来
ニ
危
ク
無
之
様
ニ
道
普
請
可
仕
候
事
但
シ
此
道
普
請
、
壱
丁
ニ
付
人
足
百
五
拾
人
懸
り
此
人
足
数
合
弐
千
七
百
人
　
但
シ
日
用
賃
壱
人
前
ニ
一
日
ニ
弐
匁
五
分
宛
千
葉
経
済
論
叢
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二
代
銀
六
貫
七
百
五
拾
匁
一
右
本
郷
迄
東
芦
田
A
弐
里
半
川
浚
川
普
請
但
シ
川
筋
壱
里
ニ
付
人
足
五
百
人
懸
り
此
人
足
数
合
千
弐
百
五
拾
人
、
日
用
賃
壱
人
前
ニ
一
日
弐
匁
五
分
ツ
ゝ
代
銀
三
貫
百
弐
拾
五
匁
惣
人
足
数
合
壱
万
五
千
四
百
五
拾
人
惣
代
銀
合
三
拾
八
貫
六
百
弐
拾
五
匁
又
　
三
貫
五
百
目
　
な
わ
む
し
ろ
代
川
除
ヶ
枠
乱
杭
并
蛇
籠
竹
又
　
三
貫
目
　
普
請
道
具
品
々
調
代
又
　
五
貫
目
　
普
請
中
会
所
諸
事
入
用
合
五
拾
貫
百
弐
拾
五
匁
右
私
共
普
請
ニ
取
付
候
其
日
A
五
ヶ
月
ニ
急
度
川
浚
道
普
請
仕
立
、
諸
方
A
出
シ
候
荷
物
、
片
時
も
無
滞
運
送
可
仕
候
事
一
陸
地
　
福
知
山
領
下
榎
原
A
東
芦
田
迄
駄
賃
馬
三
百
疋
諸
方
A
出
候
荷
物
附
ケ
越
シ
右
三
百
疋
之
内
　
百
七
拾
疋
ハ
近
在
村
々
ニ
先
規
A
有
来
候
百
三
拾
疋
ハ
此
度
新
馬
相
調
申
候
但
シ
下
地
村
々
ニ
有
来
候
有
馬
之
覚
一
弐
拾
五
疋
ハ
福
知
山
町
々
ニ
先
規
A
持
来
候
一
四
疋
ハ
半
田
村
ニ
右
同
断
四
三
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
一
四
疋
ハ
新
庄
村
ニ
右
同
断
一
拾
一
疋
ハ
下
榎
原
村
ニ
右
同
断
一
六
疋
ハ
奥
榎
原
村
ニ
右
同
断
一
拾
三
疋
ハ
東
芦
田
村
ニ
右
同
断
一
七
疋
ハ
小
谷
村
ニ
右
同
断
一
拾
九
疋
ハ
香
良
村
ニ
右
同
断
一
拾
七
疋
ハ
伊
佐
口
村
ニ
右
同
断
一
弐
拾
五
疋
ハ
佐
治
村
ニ
右
同
断
一
六
疋
ハ
西
芦
田
村
ニ
右
同
断
一
九
疋
ハ
沼
村
ニ
右
同
断
一
七
疋
ハ
北
御
油
村
ニ
右
同
断
一
八
疋
ハ
南
御
油
村
ニ
右
同
断
一
九
疋
ハ
井
中
村
ニ
右
同
断
〆
百
七
拾
疋
ハ
右
之
村
々
ニ
先
年
A
有
来
候
残
而
百
三
拾
疋
ハ
此
度
新
馬
相
調
申
候
右
新
馬
古
馬
合
三
百
疋
之
馬
ニ
而
下
榎
原
A
一
里
半
附
越
候
東
芦
田
迄
諸
荷
物
一
日
ニ
両
度
宛
往
来
仕
候
得
ハ
、
馬
壱
疋
下
り
登
り
荷
物
四
駄
宛
附
ヶ
出
申
候
御
事
千
葉
経
済
論
叢
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四
東
芦
田
此
所
へ
、
北
国
表
丹
後
近
国
但
馬
奥
丹
波
所
々
よ
り
附
ヶ
出
シ
候
御
城
米
御
大
名
様
方
御
廻
米
諸
商
人
荷
物
、
念
入
早
速
大
坂
へ
積
登
セ
可
申
候
事
馬
之
組
頭
右
東
芦
田
ニ
船
之
組
頭
　
指
置
候
船
会
所
并
小
屋
を
建
、
諸
方
A
出
候
米
穀
諸
荷
物
濡
く
つ
ろ
き
相
改
、
早
速
大
坂
へ
積
登
セ
可
申
候
事
諸
役
人
此
本
郷
A
瀧
野
迄
七
里
之
間
ハ
、
細
田
伊
左
衛
門
様
御
支
配
、
御
運
上
金
入
札
を
以
拾
年
切
ニ
被
仰
付
候
田
高
船
座
高
瀬
船
三
拾
弐
艘
有
之
、
則
伏
見
建
部
内
匠
頭
様
御
支
配
之
節
入
札
被
仰
付
、
寅
ノ
五
月
A
亥
ノ
五
月
迄
拾
年
之
間
、
大
坂
大
黒
屋
源
兵
衛
御
請
負
申
上
、
往
来
仕
候
事
但
シ
右
船
座
三
拾
弐
艘
之
船
ハ
、
元
来
川
筋
村
々
拾
六
ヶ
村
御
百
姓
中
持
来
被
申
候
所
、
小
川
藤
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
被
召
上
、
御
運
上
金
拾
年
切
ニ
入
札
を
以
被
仰
付
候
、
依
之
船
座
請
負
人
段
々
替
り
申
候
、
初
年
拾
年
切
ニ
大
坂
千
草
屋
源
右
衛
門
請
負
候
へ
共
、
年
之
間
得
勤
不
申
、
五
年
勤
指
上
、
其
後
拾
年
切
ニ
播
\
多
可
郡
塚
本
新
田
村
永
井
豊
三
郎
請
負
、
是
ハ
年
之
間
相
勤
申
候
、
其
後
拾
年
切
大
坂
冨
川
屋
善
兵
衛
請
負
四
年
相
勤
、
右
善
兵
衛
病
死
致
シ
指
上
、
其
跡
を
拾
年
切
ニ
大
坂
大
黒
屋
源
兵
衛
只
今
請
負
居
申
候
、
則
寅
ノ
年
A
今
年
迄
五
年
相
勤
来
候
御
事
右
本
郷
ニ
先
規
A
船
会
所
土
蔵
有
之
候
、
私
共
新
船
ハ
東
芦
田
A
瀧
野
迄
川
筋
九
里
半
之
間
直
通
シ
仕
候
故
、
諸
役
人
指
置
候
小
屋
建
不
申
候
事
瀧
　
野
此
瀧
野
迄
本
郷
A
積
出
シ
候
荷
物
之
問
屋
先
規
A
有
之
、
川
西
瀧
野
問
屋
へ
六
分
上
ヶ
来
候
、
則
瀧
野
ハ
東
新
町
之
問
屋
へ
四
分
四
五
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
本
　
郷
問
屋
名
代
之
御
運
上
と
し
て
、
白
銀
六
拾
五
枚
宛
、
御
地
頭
榊
原
式
部
太
夫
様
へ
毎
年
指
上
ヶ
被
申
候
事
右
瀧
野
二
而
、
諸
方
A
積
出
シ
候
荷
物
持
越
シ
、
船
A
積
替
申
候
、
依
之
船
之
組
頭
役
并
ニ
指
置
候
船
会
所
并
小
屋
を
建
、
御
城
荷
物
持
越
シ
候
人
足
頭
米
或
ハ
御
大
名
様
方
御
廻
米
諸
商
人
荷
物
共
ニ
濡
く
つ
ろ
き
相
改
、
早
速
大
坂
へ
積
登
セ
可
申
候
事
一
右
瀧
野
A
高
砂
之
湊
迄
七
里
、
此
川
筋
村
々
御
百
性
中
先
規
A
持
来
被
申
候
高
瀬
船
有
高
、
且
又
銘
々
御
地
頭
様
指
上
被
申
候
船
運
上
米
之
事
一
船
頭
村
ニ
高
瀬
船
拾
艘
　
先
規
A
持
来
候
右
ハ
御
地
頭
榊
原
式
部
太
夫
様
へ
、
御
運
上
米
船
壱
艘
ニ
付
一
ヶ
年
ニ
米
壱
石
三
斗
五
升
宛
、
指
上
被
申
候
事
一
芝
村
ニ
同
四
艘
　
右
同
断
右
御
同
人
様
へ
御
運
上
米
同
断
一
里
村
　
　
　
同
四
艘
　
　
右
同
断
右
御
同
人
様
へ
御
運
上
米
同
断
一
国
兼
村
　
　
同
四
艘
　
　
右
同
断
右
御
同
人
様
御
知
行
所
　
此
村
ハ
船
之
座
本
之
由
ニ
而
御
免
御
運
上
米
一
瀧
野
村
　
　
同
三
拾
艘
　
右
同
断
右
御
同
人
様
江
御
運
上
米
同
断
一
大
門
村
　
　
　
同
十
壱
艘
　
　
右
同
断
右
者
八
木
勘
十
郎
様
江
御
運
上
米
、
船
壱
艘
ニ
付
米
壱
石
弐
斗
つ
ゝ
指
上
被
申
候
事
千
葉
経
済
論
叢
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六
一
古
世
村
　
　
　
同
四
艘
　
　
右
同
断
右
者
稲
垣
対
馬
様
へ
御
運
上
銀
三
拾
匁
ツ
ゝ
指
上
ヶ
被
申
候
事
一
太
良
太
夫
村
　
同
拾
艘
　
　
右
同
断
右
者
石
原
新
十
郎
様
御
代
官
所
御
運
上
米
、
先
年
A
由
緒
有
之
由
ニ
而
、
御
運
上
御
免
一
野
村
　
　
　
同
三
艘
　
　
右
同
断
右
者
内
藤
豊
前
守
様
へ
御
運
上
米
、
船
壱
艘
ニ
付
壱
ヶ
年
ニ
米
壱
石
弐
斗
ツ
ゝ
指
上
ヶ
被
申
候
事
一
北
野
村
　
　
　
同
六
艘
　
　
右
同
断
右
御
同
人
様
へ
御
運
上
米
同
断
一
新
町
　
　
　
　
同
拾
弐
艘
　
右
同
断
右
御
同
人
様
御
知
行
所
御
運
上
米
、
由
緒
有
之
由
ニ
而
御
運
上
米
御
免
一
河
高
村
　
　
　
同
四
艘
　
　
右
同
断
右
者
仙
石
越
前
守
様
御
運
上
米
、
船
壱
艘
ニ
付
壱
ヶ
年
ニ
米
六
斗
ツ
ゝ
指
上
被
申
候
事
〆
百
拾
弐
（
マ
マ
）
艘
也
　
右
之
船
持
、
銘
々
之
村
江
出
候
荷
物
A
外
ハ
隣
り
村
を
限
り
積
申
儀
罷
成
不
申
候
、
依
之
船
賃
懸
り
物
等
も
、
銘
々
勝
手
能
様
ニ
相
究
メ
往
来
致
来
候
故
、
本
郷
A
高
砂
迄
川
筋
十
四
里
之
間
之
船
賃
并
所
々
ニ
而
持
越
候
積
場
上
ヶ
場
之
問
屋
口
銭
懸
り
物
、
高
直
ニ
相
見
へ
申
候
間
、
私
共
新
船
ハ
少
々
下
直
ニ
相
究
、
諸
方
荷
主
勝
手
ニ
罷
成
候
様
ニ
可
仕
候
事
一
乍
恐
此
度
新
船
之
為
船
御
年
貢
、
白
銀
千
枚
ツ
ゝ
毎
年
永
代
奉
指
上
ヶ
申
度
旨
、
願
書
本
紙
書
記
最
前
奉
指
上
ヶ
候
事
四
七
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
但
、
高
瀬
船
壱
艘
ニ
付
白
銀
弐
枚
ツ
ゝ
之
積
を
以
、
新
船
五
百
艘
造
り
立
申
度
奉
願
候
、
尤
私
願
之
通
ニ
被
為
　
仰
付
被
下
候
其
年
之
内
ニ
新
船
百
艘
造
り
立
候
ハ
ゝ
白
銀
弐
百
枚
、
又
ハ
五
百
艘
出
来
揃
候
ハ
ゝ
其
年
之
内
ニ
白
銀
千
枚
御
上
納
仕
度
候
、
勿
論
諸
人
手
廻
シ
能
米
穀
諸
荷
物
大
分
出
、
新
船
不
足
仕
候
ハ
ゝ
造
り
増
シ
奉
願
上
度
候
、
莵
角
船
之
造
り
高
ニ
応
シ
銀
高
御
上
納
仕
度
候
事
右
御
運
上
金
、
船
壱
艘
ニ
付
白
銀
弐
枚
ツ
ゝ
奉
指
上
ヶ
度
と
奉
願
上
候
趣
旨
ハ
、
右
書
記
候
通
り
先
規
A
川
筋
ニ
御
百
性
中
持
来
候
高
瀬
船
、
壱
艘
ニ
付
米
壱
石
三
斗
五
升
又
ハ
壱
石
弐
斗
、
或
ハ
銀
三
拾
匁
ツ
ゝ
銘
々
其
所
々
之
御
地
頭
様
へ
御
運
上
指
上
ヶ
来
り
被
申
候
ニ
付
、
其
甲
乙
を
平
均
先
格
之
積
り
を
以
、
此
度
新
船
御
運
上
銀
も
船
壱
艘
ニ
付
白
銀
弐
枚
ツ
ゝ
指
上
申
度
旨
奉
願
上
候
事
一
右
川
筋
所
々
ニ
井
関
用
水
場
有
之
候
所
、
此
儀
ハ
毎
年
五
月
中
旬
A
七
月
下
旬
迄
日
数
凡
七
十
五
日
余
之
間
ハ
、
前
々
A
川
筋
ニ
持
来
候
船
持
も
、
先
規
A
堅
ク
船
通
路
相
止
メ
来
り
被
申
候
、
依
之
私
共
新
船
之
儀
も
、
先
格
之
通
り
ニ
相
止
メ
候
故
、
縦
井
関
用
水
場
何
ケ
所
御
座
候
而
も
構
無
御
座
候
事
一
此
度
奉
願
上
候
新
船
五
百
艘
、
川
筋
其
所
々
ニ
而
船
通
用
仕
候
船
数
場
所
之
覚
百
　
艘
丹
後
宮
津
領
栗
田
之
湊
よ
り
、
丹
波
福
知
山
領
下
榎
原
迄
川
筋
八
里
之
間
、
弐
拾
石
積
A
丗
石
積
迄
之
川
船
造
り
立
、
往
来
可
仕
候
事
弐
百
五
拾
艘
丹
波
東
芦
田
A
播
\
瀧
野
迄
川
筋
九
里
半
之
間
ニ
、
拾
五
石
積
A
廿
石
積
迄
之
高
瀬
船
造
り
立
、
往
来
可
仕
候
事
百
五
拾
艘
右
瀧
野
A
高
砂
迄
川
筋
七
里
之
間
、
廿
石
積
之
高
瀬
船
造
り
立
、
往
来
可
仕
候
事
〆
五
百
艘
也
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八
右
川
筋
所
々
ニ
荷
物
持
越
、
船
A
積
替
へ
場
有
之
候
ニ
付
、
其
所
々
ニ
応
シ
船
数
増
減
仕
候
事
此
湊
ハ
往
古
A
之
船
付
ニ
而
御
座
候
故
、
大
船
小
船
共
ニ
諸
方
A
入
込
申
候
、
則
此
所
ニ
船
会
所
并
諸
役
人
小
屋
を
建
、
御
城
米
或
ハ
諸
方
A
出
候
荷
物
濡
く
つ
ろ
き
相
改
、
則
渡
海
船
へ
積
渡
シ
、
早
速
大
坂
へ
積
登
セ
可
申
候
事
右
高
砂
A
大
坂
迄
内
海
拾
九
里
有
之
、
則
朝
之
地
嵐
夘
刻
ニ
高
砂
を
乗
出
シ
候
へ
ハ
、
大
坂
へ
其
日
之
晩
七
ツ
前
後
ニ
ハ
心
安
ク
入
津
仕
候
事
濱
洲
船
着
能
場
所
兼
而
見
立
置
候
間
、
此
所
諸
役
人
船
会
所
指
置
候
居
所
を
建
、
北
国
筋
丹
後
近
国
但
馬
丹
波
所
々
A
出
候
諸
荷
物
川
船
ニ
出
シ
、
大
坂
へ
着
船
仕
候
節
御
城
米
濡
く
つ
ろ
き
鼠
喰
諸
事
相
改
御
蔵
ニ
詰
、
御
支
配
之
御
役
人
中
様
方
へ
俵
高
相
渡
シ
可
申
候
、
勿
論
諸
荷
物
雨
降
り
或
ハ
火
難
為
用
心
之
、
土
蔵
何
ケ
所
も
建
置
、
諸
方
よ
り
荷
物
入
津
次
第
直
ニ
蔵
入
可
仕
候
事
右
書
面
之
通
ニ
御
座
候
、
乍
恐
御
吟
味
之
上
私
願
之
通
被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
、
不
寄
何
W
川
筋
一
件
之
儀
者
御
役
人
中
様
迄
幾
度
も
御
伺
申
上
、
御
下
知
奉
請
度
候
、
以
上
大
坂
天
満
老
松
町
岡
村
善
八
判
正
徳
四
年
午
十
二
月
廿
二
日
小
堀
仁
右
衛
門
様
細
田
伊
左
衛
門
様
四
九
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
高
　
砂
大
　
坂
こ
の
「
覚
帳
」
を
見
る
と
、
日
本
海
に
面
し
た
丹
後
国
栗
田
湊
よ
り
播
州
高
砂
湊
を
経
由
し
て
大
坂
ま
で
の
、
詳
細
な
計
画
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
覚
帳
」
を
受
取
っ
た
小
堀
・
細
田
両
代
官
は
、
翌
正
徳
五
年
四
月
、
こ
れ
に
「
願
書
」
・
「
絵
図
」
の
二
点
を
添
え
て
次
の
如
き
至
急
廻
状
（
31
）
を
丹
後
・
丹
波
・
播
磨
三
ケ
国
の
川
添
村
々
に
廻
し
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
差
障
り
の
有
無
を
書
付
に
し
て
、
来
る
六
月
晦
日
迄
に
京
都
最
寄
の
村
は
小
堀
仁
右
衛
門
、
大
坂
最
寄
は
細
田
伊
左
衛
門
へ
提
出
す
る
様
に
命
じ
て
い
る
。
今
度
大
坂
天
満
岡
村
善
八
与
申
者
、
丹
後
宮
津
領
栗
田
之
湊
A
丹
波
川
通
り
を
経
、
播
磨
高
砂
湊
迄
川
船
往
来
仕
度
由
、
於
江
戸
御
勘
定
奉
行
中
迄
願
出
候
ニ
付
、
右
川
筋
村
々
差
支
有
無
之
儀
我
等
共
可
遂
吟
味
旨
、
江
戸
A
被
仰
下
候
、
則
願
人
A
指
出
候
絵
図
・
願
書
之
写
シ
覚
帳
共
三
通
り
相
廻
之
候
一
右
川
通
り
ニ
願
人
方
A
新
規
ニ
川
船
五
百
艘
段
々
ニ
造
り
立
致
往
来
、
公
儀
江
御
運
上
銀
指
上
、
勝
手
能
所
ニ
ハ
船
会
所
小
屋
等
建
之
、
肝
煎
之
者
共
差
置
度
由
、
尤
従
先
規
有
来
候
通
船
并
井
関
有
之
所
々
ハ
、
其
船
方
又
ハ
百
姓
与
致
相
対
、
埒
明
候
様
ニ
願
人
申
候
、
弥
其
通
ニ
候
哉
、
ケ
様
之
所
々
障
無
之
哉
之
事
一
丹
波
下
榎
原
村
之
東
A
福
地
川
筋
へ
流
レ
出
候
山
川
筋
を
、
荒
川
村
領
A
下
榎
原
村
迄
之
間
壱
里
余
之
所
、
川
を
浚
小
船
引
登
せ
、
且
又
下
榎
原
村
A
東
芦
田
村
之
南
ニ
有
之
川
筋
へ
取
続
候
迄
之
間
ニ
、
有
来
平
地
山
道
壱
里
半
程
之
所
、
荷
附
之
牛
馬
往
来
候
様
ニ
道
幅
を
広
ケ
、
普
請
致
度
由
相
願
候
事
一
東
芦
田
村
領
A
本
郷
村
迄
、
川
筋
弐
里
半
程
之
所
、
川
を
浚
川
船
通
用
致
度
旨
申
候
事
右
善
八
願
場
所
之
儀
、
御
料
私
領
大
分
之
入
組
ニ
而
候
間
、
川
浚
道
普
請
船
通
用
之
儀
、
彼
者
指
出
候
絵
図
願
書
覚
帳
之
趣
考
合
、
於
村
々
遂
吟
味
、
善
八
願
立
通
被
仰
付
候
而
者
指
障
有
之
哉
否
之
儀
委
細
書
付
、
来
ル
六
月
晦
日
迄
、
京
都
最
寄
ハ
仁
右
衛
門
、
大
坂
最
寄
ハ
伊
左
衛
門
方
へ
可
被
差
出
、
其
趣
ヲ
以
江
戸
へ
可
相
伺
候
、
此
絵
図
書
も
の
と
も
四
通
り
急
順
々
相
達
、
廻
状
村
書
之
下
ニ
刻
付
庄
屋
千
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〇
致
印
判
、
留
り
之
村
A
可
返
之
候
、
以
上
未
ノ
（
正
徳
五
）
四
月
　
細
田
伊
左
衛
門
小
堀
仁
右
衛
門
丹
後
A
丹
波
播
磨
迄村
々
こ
の
廻
状
は
、
加
古
川
中
流
の
播
磨
国
瀧
野
村
へ
五
月
十
五
日
の
未
ノ
下
刻
に
少
し
上
流
の
板
波
村
よ
り
到
来
し
、
下
流
の
河
高
村
へ
送
っ
て
い
る
（
32
）
。
こ
の
後
瀧
野
村
の
船
座
九
郎
兵
衛
及
び
船
持
は
、
六
月
二
十
七
日
に
「
断
書
」
（
33
）
、
二
十
八
日
に
「
口
上
書
」
（
34
）
を
代
官
細
田
伊
左
衛
門
へ
提
出
し
た
。
対
岸
の
新
町
村
で
も
同
月
に
「
断
書
」
（
35
）
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
断
書
」
等
の
中
で
は
、
こ
れ
迄
の
船
座
や
川
船
輸
送
の
状
況
を
述
べ
、
こ
れ
に
差
障
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
原
則
的
に
何
の
差
支
え
も
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
在
来
の
荷
物
と
新
規
荷
物
と
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
岡
村
善
八
は
瀧
野
村
等
を
訪
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
昨
正
徳
四
年
に
岡
村
善
八
が
廻
っ
た
と
思
わ
る
由
良
川
筋
で
は
、
田
辺
領
由
良
湊
よ
り
夏
間
村
迄
の
川
筋
村
々
の
内
、
大
川
村
よ
り
桑
飼
上
村
ま
で
の
七
ケ
村
が
六
月
に
「
口
上
書
」
（
36
）
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
多
数
の
船
が
上
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
曳
道
を
広
げ
竹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
、
船
引
人
足
に
雇
わ
れ
耕
作
の
妨
に
な
る
こ
と
、
鮭
簗
等
漁
業
に
支
障
が
あ
る
こ
と
、
船
会
所
や
荷
物
蔵
を
建
て
る
空
地
が
な
い
こ
と
等
を
あ
げ
て
、
村
に
支
障
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
廻
状
を
見
て
も
「
断
書
」
や
「
口
上
書
」
等
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
村
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
七
月
に
は
再
び
廻
状
が
廻
さ
れ
、
差
支
が
な
け
れ
ば
そ
の
旨
を
、
差
障
り
が
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
詳
し
く
記
し
、
岡
村
善
八
と
相
談
し
た
か
ど
う
か
も
記
し
て
、
七
月
二
十
日
迄
と
期
限
を
切
っ
て
提
出
す
る
様
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
37
）
。
こ
れ
に
応
じ
て
加
古
川
中
流
の
上
・
下
曽
我
井
、
河
合
中
、
新
部
村
等
で
も
「
断
書
」
（
38
）
を
提
出
し
た
。
五
一
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
そ
の
後
の
同
年
九
月
に
、
岡
村
善
八
は
加
古
川
流
域
の
村
々
を
廻
っ
て
交
渉
し
た
ら
し
く
、
九
月
十
六
日
に
は
加
古
川
中
流
の
垂
水
村
・
貝
原
村
の
船
持
・
庄
屋
と
の
間
で
相
対
證
文
を
取
替
わ
し
て
い
る
（
39
）
。
こ
の
中
で
岡
村
は
こ
れ
迄
の
川
船
輸
送
を
一
切
妨
げ
ず
、
田
畑
作
物
等
を
踏
荒
す
こ
と
も
し
な
い
と
約
束
し
て
い
る
。
次
い
で
九
月
十
八
日
に
は
瀧
野
村
の
船
座
・
船
持
と
の
間
で
も
相
対
證
文
を
取
替
し
（
40
）
、
唯
今
ま
で
の
船
積
み
の
諸
荷
物
を
は
じ
め
、
船
賃
・
乗
賃
等
何
に
よ
ら
ず
「
有
来
り
候
古
法
」
を
破
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
丹
波
・
丹
後
・
但
馬
・
播
磨
の
国
々
か
ら
出
る
一
切
の
諸
荷
物
を
瀧
野
村
ま
で
輸
送
す
る
こ
と
に
は
何
の
構
も
な
く
、
瀧
野
村
か
ら
高
砂
湊
ま
で
は
右
四
ケ
国
の
諸
荷
物
は
全
て
瀧
野
船
座
へ
渡
し
、
岡
村
善
八
の
新
船
は
「
北
国
筋
荷
物
」
の
み
を
積
む
と
い
う
こ
と
で
交
渉
が
成
立
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
加
古
川
中
流
の
新
部
、
河
合
中
、
上
・
下
曽
我
井
村
の
四
ケ
村
と
の
間
で
も
相
対
證
文
が
書
か
れ
（
41
）
、
川
除
、
川
堤
等
を
破
損
し
な
い
こ
と
、
梁
・
瀬
張
等
の
漁
業
を
妨
げ
た
ら
保
障
す
る
こ
と
、
井
堰
の
設
置
に
反
対
し
な
い
こ
と
等
を
条
件
に
、「
指
構
申
義
茂
無
御
座
」
と
村
々
は
通
船
計
画
を
承
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
十
月
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
取
替
し
た
相
対
證
文
の
写
を
断
書
も
添
え
て
小
堀
・
細
田
両
代
官
の
許
に
送
っ
て
い
る
（
42
）
。
両
代
官
は
、
江
戸
勘
定
奉
行
よ
り
「
川
筋
村
々
差
閊
有
無
」
を
吟
味
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
證
文
等
を
取
り
ま
と
め
て
、
江
戸
奉
行
所
へ
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
何
の
結
論
も
出
ぬ
ま
ま
に
、
時
日
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。
後
の
文
書
で
は
「
埒
明
不
申
候
而
、
打
捨
有
之
」
（
43
）
と
こ
の
出
願
は
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
近
廻
通
船
計
画
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
六
年
後
の
享
保
五
年
で
あ
っ
た
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
五
二
Ⅱ
　
享
保
五
年
幕
府
主
導
の
計
画
幕
府
は
正
徳
二
年
八
月
、「
西
国
・
中
国
・
北
国
筋
よ
り
江
戸
・
大
坂
え
相
納
候
御
城
米
運
漕
之
船
、
近
年
は
破
船
多
、
御
失
墜
之
事
ニ
候
」
と
い
う
城
米
輸
送
体
制
の
難
船
多
発
に
よ
る
崩
壊
の
危
機
感
を
も
っ
て
、
船
足
の
寸
尺
、
乗
組
員
の
数
、
廻
船
改
め
等
々
を
細
か
く
定
め
た
劃
期
的
な
海
運
法
令
を
発
布
す
る
（
44
）
。
こ
の
動
き
は
、
廻
船
に
対
す
る
安
全
対
策
の
規
定
の
み
で
な
く
、
安
全
航
路
の
検
討
に
ま
で
も
及
ん
で
き
て
、
西
廻
り
航
路
の
航
路
短
縮
と
安
全
性
を
求
め
た
岡
村
善
八
の
「
近
廻
り
通
船
計
画
」
が
再
び
浮
上
す
る
。
幕
府
は
享
保
五
年
、
岡
村
計
画
の
現
地
見
分
を
代
官
・
飯
塚
孫
次
郎
に
命
じ
た
。
こ
の
指
令
は
、「
此
度
我
々
川
筋
見
分
之
儀
、
北
国
筋
御
城
米
西
海
大
廻
り
ニ
て
大
分
破
舟
有
之
、
御
損
米
御
座
候
ニ
付
、
両
川
筋
見
分
被
仰
付
候
」
（
45
）
と
あ
る
よ
う
に
、
幕
府
城
米
輸
送
の
安
全
性
を
確
保
す
る
為
の
河
川
航
路
開
発
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
飯
塚
孫
次
郎
は
十
二
月
十
九
日
に
宮
津
に
赴
い
た
が
、
川
筋
村
々
と
の
交
渉
は
主
に
手
代
の
野
村
時
右
衛
門
、
小
林
平
六
が
担
当
し
、
「
大
坂
川
師
三
四
人
附
添
参
候
由
」
（
46
）
と
あ
る
よ
う
に
、
岡
村
善
八
と
そ
の
手
代
達
も
随
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。
野
村
・
小
林
一
行
は
、
十
二
月
二
十
一
日
由
良
泊
り
、
二
十
二
日
に
は
北
有
路
村
泊
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
（
47
）
、
由
良
川
筋
村
々
を
上
流
に
向
っ
て
見
分
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
峠
を
越
え
て
加
古
川
筋
に
入
り
、
田
高
船
町
に
至
っ
て
い
る
。
船
町
に
は
、
丹
波
篠
山
川
と
本
郷
川
の
合
流
地
点
に
大
き
な
井
堰
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
古
来
A
船
筏
共
通
シ
不
申
候
井
堰
」
で
あ
っ
た
の
で
、
本
郷
川
を
下
っ
て
く
る
船
は
、
こ
こ
で
荷
物
を
積
み
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
田
高
船
町
は
繁
栄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
井
堰
は
、
単
に
沿
岸
村
々
の
用
水
確
保
の
為
の
み
の
も
の
で
は
な
く
、
船
町
に
と
っ
て
は
生
命
線
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
度
の
見
分
で
も
、
井
堰
の
由
緒
来
歴
を
長
々
と
書
い
て
訴
え
た
が
認
め
ら
れ
ず
（
48
）
、「
御
城
米
廻
船
」
が
通
る
の
で
あ
る
か
ら
一
定
期
間
堰
を
開
く
よ
う
、
そ
れ
が
、「
御
上
意
」
だ
と
云
わ
れ
、
一
通
り
断
を
申
上
げ
た
が
受
入
れ
ら
れ
ず
、「
左
様
ニ
候
ハ
ゝ
江
五
三
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
戸
へ
罷
越
候
様
ニ
と
御
意
被
成
候
故
」「
無
是
非
、
何
之
構
も
無
御
座
と
の
手
形
」
を
書
い
て
提
出
し
た
と
い
う
（
49
）
。
こ
の
手
形
は
、
お
そ
ら
く
代
官
側
が
各
村
々
に
雛
形
と
し
て
示
し
た
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
證
文
之
事
（
50
）
一
北
国
筋
御
　
城
米
廻
船
通
路
之
儀
ニ
付
、
今
度
丹
州
栗
田
湊
A
播
州
高
砂
浦
迄
、
御
見
分
被
成
候
處
、
当
村
之
内
田
畑
井
堰
等
も
指
障
候
儀
も
有
之
哉
と
御
吟
味
御
座
候
、
当
所
之
義
前
々
A
川
水
引
来
候
ニ
付
、
有
来
候
井
堰
養
水
ニ
相
障
申
義
無
御
座
候
得
者
、
指
支
申
義
無
御
座
候
、
依
之
村
々
井
堰
之
場
所
書
付
、
指
上
申
候
通
相
違
無
御
座
候
、
尤
前
々
九
月
A
三
月
迄
者
川
舟
往
来
仕
来
申
候
間
、
外
ニ
指
支
申
義
一
切
無
御
座
候
、
為
後
日
證
文
仍
而
如
件
享
保
五
年
子
十
二
月
日
何
国
何
郡
何
村
野
村
時
右
衛
門
様
小
　
林
　
平
六
様
し
か
し
、
こ
の
證
文
を
提
出
し
て
も
、
船
町
で
は
な
お
諦
め
き
れ
ず
、
翌
年
の
四
月
に
は
、
船
筏
の
堰
通
行
は
何
と
し
て
も
迷
惑
千
万
で
あ
る
と
い
う
嘆
願
書
を
書
い
て
い
る
（
51
）
。
川
筋
見
分
の
野
村
・
小
林
一
行
は
、
十
二
月
二
十
五
日
の
晩
に
加
古
川
中
流
の
瀧
野
村
に
着
い
た
と
い
う
。
こ
の
瀧
野
村
の
河
中
に
は
、
後
に
「
闘
龍
灘
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
岩
場
「
大
滝
」
が
あ
っ
て
、
上
下
の
船
筏
は
こ
こ
を
通
行
で
き
ず
、
上
下
の
荷
物
は
全
て
こ
こ
で
は
積
み
替
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
瀧
野
村
と
対
岸
の
新
町
村
は
潤
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
52
）
。
し
か
し
今
度
の
計
画
で
は
、
こ
の
「
大
滝
」
も
「
切
な
ら
し
、
直
通
り
ニ
可
被
仰
付
」
と
、
岩
場
を
開
削
し
て
船
の
直
通
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
瀧
野
村
の
船
座
九
郎
兵
衛
と
船
持
達
は
、
文
禄
年
中
先
祖
以
来
の
「
御
運
上
場
」（
船
座
）
の
由
緒
、
船
役
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
五
四
等
に
つ
い
て
申
上
げ
、「
直
通
ニ
罷
成
候
時
ハ
、
丹
波
丹
後
但
馬
米
穀
も
紛
、
直
通
ニ
罷
成
」、「
御
運
上
相
破
レ
候
様
ニ
罷
成
」
と
、
直
通
り
に
な
っ
て
は
運
上
場
の
特
権
が
破
綻
す
る
と
訴
え
た
（
53
）
。
し
か
し
代
官
側
は
、
こ
の
度
我
々
が
廻
村
し
て
い
る
の
は
、「
大
廻
り
之
損
失
米
大
分
之
儀
故
、
愈
々
此
川
筋
通
舟
之
儀
、
遂
吟
味
候
様
ニ
」
と
の
命
令
を
受
け
て
の
こ
と
で
、「
善
八
此
度
召
連
候
得
と
も
、
是
ハ
数
年
川
案
内
存
候
者
之
儀
ニ
て
、
召
連
候
へ
共
、
全
以
善
八
願
之
儀
ニ
而
ハ
無
之
」
と
、
岡
村
善
八
を
随
行
さ
せ
て
い
る
が
そ
れ
は
川
筋
案
内
の
為
で
あ
っ
て
、
岡
村
善
八
の
願
に
依
る
も
の
で
は
無
い
と
し
て
、
今
度
の
計
画
が
幕
府
の
意
志
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、「
大
滝
」
の
直
通
路
開
削
工
事
も
、「
御
入
用
を
以
可
被
仰
付
候
、
又
ハ
誰
ニ
て
も
入
用
ニ
無
構
可
致
哉
、
其
段
於
江
戸
表
御
沙
汰
可
有
之
」
と
、
幕
府
直
営
で
行
な
う
か
請
負
で
実
施
す
る
か
は
幕
府
が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
大
分
之
御
城
米
損
失
無
之
様
ニ
罷
成
候
へ
ハ
、
縦
御
運
上
所
之
障
り
ニ
成
候
と
て
も
、
御
構
ハ
有
間
敷
」
と
、
城
米
の
損
失
が
無
く
な
る
の
な
ら
ば
、
た
と
え
運
上
所
の
支
障
に
な
っ
た
と
し
て
も
構
わ
な
い
。「
古
来
A
御
運
上
所
ニ
可
有
之
候
ヘ
共
、
大
分
之
御
城
米
之
損
失
ニ
ハ
御
替
被
成
間
敷
候
」
と
い
い
、
ど
う
し
て
も
反
対
す
る
の
な
ら
、
現
在
姫
路
藩
領
で
あ
る
瀧
野
村
を
知
行
替
し
て
天
領
に
し
て
で
も
実
行
す
る
、
江
戸
で
姫
路
藩
主
で
あ
る
榊
原
式
部
大
輔
に
申
上
げ
て
も
「
達
而
御
構
可
被
成
儀
と
も
不
存
候
」
と
藩
主
も
反
対
し
な
い
だ
ろ
う
と
ま
で
申
し
渡
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
船
座
由
緒
等
の
覚
書
を
差
上
げ
た
い
と
申
上
げ
た
の
で
、「
左
様
ニ
も
存
候
ハ
ゝ
、
如
何
様
共
仕
候
へ
」
と
云
わ
れ
て
、
よ
う
や
く
由
緒
等
の
書
付
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
同
時
に
「
北
国
御
城
米
御
通
船
之
儀
ニ
付
、
瀧
荷
物
持
越
之
場
所
、
御
普
請
被
仰
付
候
義
ニ
付
、
指
障
リ
無
御
座
」
と
、「
大
瀧
」
の
開
削
通
船
普
請
に
支
障
は
無
い
と
い
う
證
文
を
書
か
さ
れ
、
運
上
銀
・
舟
役
米
等
に
つ
い
て
の
書
付
も
提
出
し
た
（
54
）
。
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
瀧
野
村
よ
り
少
し
下
流
の
新
部
村
よ
り
も
同
村
井
堰
に
関
す
る
「
覚
」
（
55
）
が
提
出
さ
れ
た
が
、
問
題
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
、
翌
二
十
六
日
に
は
、
上
曽
我
井
・
下
曽
我
井
・
河
合
中
村
の
三
ヶ
村
と
共
に
代
官
側
が
示
し
た
雛
形
通
り
の
何
の
五
五
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
支
障
も
無
い
と
い
う
證
文
（
56
）
を
提
出
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
川
筋
の
多
く
の
村
々
が
、
同
じ
よ
う
な
證
文
を
提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。こ
の
よ
う
に
し
て
、
幕
府
代
官
に
よ
る
由
良
川
・
加
古
川
筋
村
々
の
見
分
は
進
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
安
全
な
「
御
城
米
内
川
廻
シ
」
輸
送
路
の
創
出
と
い
う
幕
府
の
強
硬
な
意
志
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
曲
り
な
り
に
も
地
元
村
々
の
同
意
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
何
の
動
き
も
無
か
っ
た
。
Ⅲ
　
享
保
六
年
の
計
画
翌
享
保
六
年
九
月
、
ま
た
ま
た
「
川
筋
御
見
分
」
の
噂
が
あ
り
、
瀧
野
村
大
庄
屋
九
郎
兵
衛
は
、
そ
の
真
否
を
内
密
に
田
高
村
庄
屋
に
問
合
せ
た
（
57
）
。
そ
の
答
で
は
、
当
年
八
月
初
め
京
都
に
出
て
代
官
増
井
弥
五
左
衛
門
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
川
筋
見
分
の
命
は
受
け
て
は
い
る
が
、
い
つ
実
施
す
る
か
今
江
戸
に
問
合
せ
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
二
ヶ
月
後
、
こ
の
見
分
は
十
一
月
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
岡
村
善
八
に
加
え
て
江
戸
町
人
・
川
崎
屋
勘
助
よ
り
の
出
願
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
京
都
代
官
・
増
井
弥
五
左
衛
門
は
十
一
月
五
日
に
、
次
の
よ
う
な
先
触
（
58
）
を
村
々
に
出
し
た
。
覚
一
今
度
丹
後
国
栗
田
湊
A
播
州
高
砂
浦
迄
川
舟
通
船
之
儀
ニ
付
、
願
人
岡
村
善
八
、
川
崎
屋
勘
助
相
願
候
ニ
付
、
此
度
我
等
見
分
被
仰
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
五
六
付
、
今
晩
福
知
山
泊
、
明
六
日
よ
り
段
々
川
筋
遂
見
分
、
明
後
七
日
宮
津
泊
り
、
夫
よ
り
順
々
其
村
々
川
通
リ
遂
見
分
候
、
右
見
分
ニ
付
相
尋
儀
有
之
候
間
、
最
寄
く
之
泊
リ
休
ヘ
庄
屋
年
寄
并
ニ
組
頭
申
合
せ
、
何
茂
印
判
持
参
可
罷
出
候
一
右
御
用
ニ
付
罷
越
候
道
筋
、
泊
り
休
之
旅
宿
有
来
之
外
少
ニ
て
も
繕
普
請
掃
除
等
之
義
、
堅
ク
無
之
様
ニ
可
申
付
候
、
勿
論
泊
り
休
共
ニ
木
銭
相
払
、
手
前
賄
に
て
罷
通
候
間
、
何
ニ
て
も
用
意
致
間
舗
候
、
尤
其
所
々
之
役
人
中
被
罷
出
候
事
、
堅
ク
無
用
ニ
被
致
候
様
ニ
、
末
々
へ
可
申
達
候
一
船
路
之
外
陸
地
罷
通
候
節
ハ
、
人
足
左
之
通
ニ
候
間
、
無
滞
可
差
出
候
一
　
乗
物
人
足
　
　
四
人
一
　
駕
籠
人
足
　
　
九
人
一
　
歩
持
人
足
　
　
十
人
〆
廿
三
人
右
之
通
り
ニ
而
人
足
賃
銭
相
払
罷
通
候
、
巳
上
丑
（
享
保
六
）
十
一
月
五
日
増
井
弥
五
左
衛
門
荒
川
村
岩
井
村
（
以
下
略
）
こ
れ
を
み
る
と
、
増
井
弥
五
左
衛
門
は
十
一
月
五
日
に
京
都
を
出
立
し
、
福
知
山
に
一
泊
し
て
翌
六
日
よ
り
見
分
を
開
始
し
、
七
日
に
は
丹
後
宮
津
に
泊
っ
て
い
る
。
宮
津
で
は
、
こ
の
輸
送
計
画
で
栗
田
湊
を
「
常
湊
」
と
す
る
こ
と
へ
の
支
障
の
有
無
を
問
い
、
宮
津
五
七
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
村
名
主
よ
り
「
何
ノ
構
モ
無
御
座
」
と
い
う
證
文
を
取
っ
て
い
る
（
59
）
。
こ
の
時
の
見
分
に
は
、
代
官
手
代
伊
藤
清
次
兵
衛
、
加
藤
軍
平
次
、
棚
橋
彦
右
衛
門
の
三
名
の
み
で
な
く
、
江
戸
願
人
・
川
崎
屋
勘
助
、
岡
村
善
八
の
手
代
・
市
右
衛
門
も
同
行
し
て
い
た
（
60
）
。
翌
八
日
か
ら
由
良
川
に
沿
っ
て
村
々
の
見
分
が
進
め
ら
れ
、
荒
河
村
か
ら
支
流
和
久
川
に
入
っ
て
下
榎
原
村
に
一
泊
、
そ
れ
よ
り
丹
波
加
古
川
筋
を
下
っ
て
十
一
日
に
は
瀧
野
村
に
着
い
て
い
る
。
今
度
の
川
崎
屋
勘
助
が
加
っ
た
通
船
計
画
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
初
の
岡
村
善
八
の
計
画
と
は
少
し
異
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
瀧
野
村
附
近
で
は
、
少
し
上
流
の
多
可
郡
下
戸
田
村
の
川
瀬
か
ら
本
流
と
は
別
に
新
川
を
開
削
し
て
、
瀧
野
村
の
「
大
瀧
」
を
迂
回
し
よ
う
と
い
う
計
画
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
瀧
野
村
船
座
と
船
持
は
、
こ
れ
で
は
「
新
川
江
水
引
揚
ケ
、
本
川
筋
渇
水
仕
」
る
と
、
本
流
の
水
量
が
減
っ
て
通
船
が
困
難
と
な
る
、
特
に
下
戸
田
村
か
ら
瀧
野
村
の
間
に
は
「
野
村
瀧
」
な
ど
岩
場
の
難
所
が
多
く
、
少
し
で
も
渇
水
と
な
れ
ば
船
の
往
来
が
不
能
と
な
り
、
瀧
野
村
へ
荷
が
着
か
な
く
な
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
迄
下
が
っ
て
来
て
い
た
丹
波
、
丹
後
等
の
国
々
よ
り
出
る
諸
荷
物
が
、
新
川
を
抜
け
る
よ
う
に
な
り
、「
滝
野
村
御
運
上
所
相
破
レ
」
と
瀧
野
村
の
船
座
機
構
が
崩
壊
す
る
と
訴
え
て
い
る
（
63
）
。
ま
た
、
代
官
増
井
の
手
代
か
ら
、
北
国
筋
米
穀
が
通
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
迄
の
丹
波
丹
後
但
馬
産
出
の
米
穀
と
の
区
別
を
ど
う
す
る
か
、
諸
荷
物
が
多
く
通
行
す
る
と
運
賃
は
下
落
す
る
か
、
米
一
石
の
運
賃
は
何
程
か
、
荷
物
積
替
の
瀧
の
所
の
広
さ
は
何
程
か
等
々
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
る
（
64
）
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
正
徳
五
年
に
岡
村
善
八
と
取
替
し
た
證
文
の
写
を
提
出
し
、
こ
れ
と
同
じ
条
件
な
ら
ば
何
の
支
障
も
無
い
と
い
う
證
文
（
65
）
を
出
し
て
い
る
。
瀧
野
村
よ
り
少
し
下
流
の
新
部
村
と
、
上
曽
我
井
、
下
曽
我
井
、
河
合
中
村
の
三
ヶ
村
も
、
正
徳
五
年
七
月
に
小
堀
・
細
田
両
代
官
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
五
八
に
差
出
し
た
證
文
の
写
を
提
出
し
（
66
）
、
十
一
日
に
は
こ
の
四
ヶ
村
か
ら
正
徳
五
年
九
月
に
岡
村
善
八
と
取
替
し
た
證
文
の
写
を
提
出
し
て
い
る
（
67
）
。
恐
ら
く
こ
れ
と
同
じ
条
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
何
の
支
障
も
無
い
と
答
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
代
官
増
井
弥
五
左
衛
門
の
由
良
川
、
加
古
川
筋
村
々
の
見
分
は
終
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
何
の
動
き
も
な
く
、
ま
た
し
て
も
結
論
が
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ⅳ
　
享
保
、
元
文
期
の
計
画
代
官
増
井
弥
五
左
衛
門
の
見
分
が
あ
っ
て
か
ら
十
一
年
後
の
享
保
十
七
年
、
ま
た
ま
た
「
近
廻
し
通
船
」
の
願
が
出
さ
れ
た
（
68
）
。
今
度
は
岡
村
善
八
は
村
上
長
右
衛
門
と
組
ん
で
お
り
、
計
画
も
一
部
変
更
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
稚
狹
考
』
（
69
）
に
は
、「
北
国
の
船
を
由
良
に
来
ら
し
め
、
ゆ
ら
よ
り
川
舟
に
う
つ
し
、
福
知
山
、
く
ろ
ゐ
、
成
松
を
へ
て
、
津
の
国
へ
出
る
へ
き
事
、
声
言
し
て
関
東
に
願
ふ
も
の
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
今
度
の
通
船
路
コ
ー
ス
は
福
地
山
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
由
良
川
の
支
流
、
土
師
川
そ
し
て
竹
田
川
に
入
っ
て
遡
り
、
黒
井
、
成
松
を
経
て
加
古
川
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
出
願
に
対
応
し
た
現
地
見
分
は
、
元
文
元
年
に
久
美
浜
代
官
・
海
上
弥
兵
衛
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
海
上
弥
兵
衛
は
こ
の
年
十
一
月
に
見
分
を
開
始
し
、
十
一
月
二
日
に
は
由
良
村
の
松
原
寺
に
一
泊
、
翌
三
日
の
昼
食
は
由
良
川
を
遡
っ
た
桑
飼
村
の
寺
（
莊
厳
寺
カ
）
で
と
り
、
河
守
の
隣
り
の
波
美
村
に
泊
っ
て
い
る
（
70
）
。
こ
れ
よ
り
由
良
川
筋
を
上
っ
た
と
思
わ
れ
、
六
日
に
は
加
古
川
中
流
の
瀧
野
村
に
着
い
た
（
71
）
。
五
九
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
瀧
野
村
で
は
、
船
座
、
船
持
よ
り
正
徳
五
年
九
月
十
八
日
付
の
岡
村
善
八
と
の
相
対
證
文
写
を
差
出
し
て
い
る
（
72
）
。
ま
た
同
じ
六
日
に
、
瀧
野
村
よ
り
少
し
下
流
の
垂
水
村
、
貝
原
村
で
も
正
徳
五
年
九
月
十
六
日
付
の
岡
村
善
八
の
出
し
た
相
対
證
文
写
を
提
出
し
て
い
る
（
73
）
。
両
者
と
も
こ
の
證
文
の
条
件
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
何
の
支
障
も
無
い
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
上
曽
我
井
、
下
曽
我
井
、
川
合
中
、
新
辺
の
四
ヶ
村
も
、
正
徳
五
年
九
月
に
岡
村
善
八
と
取
替
し
た
相
対
證
文
の
写
を
提
出
し
、「
右
證
文
之
通
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
、
少
も
相
障
儀
無
御
座
候
」
と
い
う
一
札
を
差
出
し
て
い
る
（
74
）
。
そ
し
て
翌
十
一
月
七
日
に
は
、
代
官
海
上
弥
兵
衛
一
行
は
瀧
野
村
よ
り
川
船
で
高
砂
湊
に
下
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
海
上
弥
兵
衛
の
沿
岸
村
々
見
分
は
終
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
は
つ
い
に
結
論
が
出
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
と
め
に
か
え
て
こ
う
し
て
、
由
良
川
と
加
古
川
の
舟
運
を
連
結
し
、
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
を
結
ぶ
「
近
廻
し
通
船
」
の
輸
送
路
計
画
は
、
幾
度
と
な
く
出
願
と
見
分
が
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
、
つ
い
に
幕
府
の
許
可
が
下
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
ど
の
様
な
大
き
な
障
害
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
か
、
書
き
残
さ
れ
た
文
書
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
出
願
と
見
分
の
過
程
を
見
る
限
り
で
も
、
幾
つ
か
の
問
題
が
読
み
と
れ
る
。
一
つ
は
沿
岸
村
々
の
農
業
用
水
、
特
に
通
船
と
は
相
入
れ
難
い
井
堰
の
存
在
が
あ
り
、
河
中
に
立
て
ら
れ
る
簗
、
網
等
の
漁
業
権
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
各
河
川
に
成
立
し
て
い
る
部
分
的
な
通
船
の
特
権
、
船
座
、
船
持
の
権
域
と
の
調
整
が
あ
り
、
陸
路
の
部
分
で
は
道
巾
拡
張
に
と
も
な
う
田
畑
潰
地
の
問
題
、
要
六
〇
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
所
々
々
に
設
置
す
る
藏
、
倉
庫
敷
地
の
問
題
等
が
あ
る
。
も
し
こ
の
計
画
が
実
現
し
、
大
量
の
物
資
輸
送
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
を
運
ぶ
川
船
や
車
馬
の
調
達
は
可
能
で
も
、
そ
の
乗
組
員
、
船
頭
、
水
主
等
大
量
の
労
働
力
の
短
期
間
で
の
確
保
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
問
題
を
一
つ
一
つ
村
々
と
の
間
の
相
対
で
解
決
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
沿
岸
村
々
の
暗
々
の
抵
抗
は
消
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
し
て
も
岡
村
善
八
は
、
こ
の
通
船
計
画
を
諦
め
な
か
っ
た
。
後
に
は
川
崎
屋
勘
助
や
村
上
長
右
衛
門
と
組
ん
で
、
計
画
を
一
部
変
更
し
な
が
ら
も
出
願
を
繰
り
返
し
続
け
た
。
は
じ
め
て
岡
村
善
八
が
こ
の
計
画
を
出
願
し
た
宝
永
三
年
以
前
か
ら
、
既
に
三
十
数
年
が
経
過
し
て
い
る
。
元
文
元
年
に
は
岡
村
善
八
は
相
当
な
年
令
に
達
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
彼
は
、
そ
の
一
生
の
大
部
分
を
こ
の
通
船
の
夢
に
賭
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
瀧
野
村
の
大
瀧
（
闘
龍
灘
）
の
通
船
路
開
削
に
成
功
し
た
村
上
清
次
郎
は
、
加
古
川
と
由
良
川
の
連
結
を
考
え
、
明
治
五
年
に
加
古
川
上
流
の
本
郷
よ
り
石
生
、
黒
井
へ
と
水
路
を
掘
り
抜
き
、
竹
田
川
、
由
良
川
へ
の
通
船
を
計
画
し
て
い
る
（
75
）
。
し
か
し
、
こ
れ
も
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
六
年
に
は
衆
議
院
議
員
石
原
善
三
郎
外
二
名
は
、
第
五
十
九
回
帝
国
議
会
に
、
加
古
川
と
由
良
川
を
利
用
し
て
裏
日
本
と
表
日
本
を
結
ぶ
運
河
開
鑿
を
建
議
し
て
い
る
（
76
）
。
岡
村
善
八
の
見
た
通
船
の
夢
は
、
現
代
に
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
一
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
註(
１)
「
羽
柴
秀
吉
判
物
」（
小
野
市
・
山
田
家
文
書
）。
(
２)
近
世
初
期
か
ら
の
加
古
川
舟
運
開
発
及
び
瀧
野
船
座
・
田
高
船
座
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
播
州
加
古
川
の
舟
運
開
発
」（「
千
葉
経
済
論
叢
」
第
三
十
三
号
）
参
照
。
な
お
史
料
の
註
等
も
前
稿
に
讓
っ
て
省
略
す
る
。
(
３)
（
宝
永
三
年
）
四
月
「
覚
」（『
竹
橋
余
筆
』
巻
六
）。
(
４)
「
丹
後
丹
波
播
磨
三
ヶ
国
川
浚
并
道
普
請
高
瀬
船
通
用
諸
事
覚
」（
南
部
家
文
書
・
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
藏
）。
(
５)
『
綿
考
輯
録
・
巻
十
七
』
第
二
巻
、
三
七
九
頁
。
(
６)
「
丹
波
福
智
山
城
図
」（「
日
本
古
城
絵
図
の
内
」）、
国
立
国
会
図
書
館
藏
。
(
７)
「
福
地
山
支
略
」（『
福
地
山
市
史
』
史
料
編
三
、
二
九
八
頁
）。
(
８)
「
福
知
山
藩
日
記
」（『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
一
、
二
四
五
頁
）。
(
９)
「
福
知
山
藩
日
記
」（『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
一
、
二
九
五
頁
）。
(
10)
「
福
知
山
藩
日
記
」（『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
一
、
四
二
〇
〜
四
二
二
頁
）。
(
11)
貝
原
篤
信
著
「
諸
州
め
ぐ
り
、
西
北
紀
行
、
巻
之
上
」（『
益
軒
全
集
』
巻
之
七
、
八
六
頁
）。
(
12)
「
役
所
日
記
抜
書
」（『
綾
部
市
史
』
史
料
編
、
一
六
二
頁
）。
(
13)
「
役
所
日
記
抜
書
」（『
綾
部
市
史
』
史
料
編
、
一
七
四
頁
）。
(
14)
註(
６)
に
同
じ
。
(
15)
宝
永
七
年
十
一
月
二
十
五
日
「
乍
恐
口
上
書
を
以
近
道
川
船
往
来
之
儀
奉
願
候
事
」（
南
部
家
文
書
、
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
藏
）。
(
16)
註(
15)
に
同
じ
。
(
17)
午
（
正
徳
四
）
八
月
「
口
上
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
六
二
(
18)
宝
永
六
年
八
月
十
三
日
「
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
(
19)
註(
15)
に
同
じ
。
(
20)
註(
17)
に
同
じ
。
(
21)
註(
17)
に
同
じ
。
(
22)
宝
永
七
年
九
月
「
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
(
23)
註(
17)
に
同
じ
。
(
24)
註(
17)
に
同
じ
。
(
25)
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
。
(
26)
註(
17)
に
同
じ
。
(
27)
註(
17)
に
同
じ
。
(
28)
註(
17)
に
同
じ
。
(
29)
註(
17)
に
同
じ
。
(
30)
南
部
家
文
書
（
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
藏
）。
(
31)
瀧
野
村
・
阿
江
家
文
書
。
(
32)
註(
31)
文
書
の
「
付
紙
」。
(
33)
正
徳
五
年
六
月
「
乍
恐
御
断
奉
申
上
候
御
事
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
(
34)
正
徳
五
年
六
月
「
乍
恐
追
而
指
上
申
口
上
書
之
覚
」（
註(
33)
文
書
の
内
）。
(
35)
正
徳
五
年
六
月
「
乍
恐
御
断
申
上
候
覚
」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
(
36)
正
徳
五
年
六
月
「
乍
恐
口
上
之
覚
」（
南
部
家
文
書
・
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
藏
）。
六
三
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
(
37)
未
（
正
徳
五
）
七
月
「（
廻
状
）」（
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
）。
(
38)
正
徳
五
年
七
月
「
乍
恐
御
断
奉
申
上
候
御
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
39)
正
徳
五
年
九
月
十
六
日
「
一
札
之
事
」『
社
町
史
』
第
四
巻
・
資
料
編
二
、
五
五
九
頁
）。
(
40)
正
徳
五
年
九
月
十
八
日
「
仕
リ
申
證
文
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
41)
正
徳
五
年
九
月
「
仕
リ
申
證
文
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）
(
42)
正
徳
五
年
十
月
「
乍
恐
指
上
ヶ
申
口
上
之
覚
」（
阿
江
家
文
書
）
(
43)
子
（
享
保
五
）
極
月
二
十
六
日
「
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
44)
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
四
十
二
、
廻
船
并
川
船
等
之
部
、
一
一
四
六
頁
。
(
45)
註(
43)
に
同
じ
。
(
46)
「
宮
津
日
記
」（『
丹
後
史
料
叢
書
』
四
、
二
一
九
頁
）。
(
47)
「
瀧
洞
歴
世
誌
」（『
大
江
町
誌
』
史
料
編
、
一
二
四
頁
）。
(
48)
享
保
六
年
四
月
「
乍
恐
以
書
付
御
断
申
上
候
」（
田
高
区
有
文
書
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
近
世
四
、
三
七
二
頁
）。
(
49)
丑
（
享
保
六
）
九
月
十
九
日
「
多
可
郡
田
高
村
江
去
年
川
筋
御
見
分
之
節
申
上
候
趣
内
證
聞
合
ニ
遣
申
候
口
上
之
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
50)
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
。
(
51)
註(
48)
に
同
じ
。
(
52)
か
つ
て
柳
沢
忠
氏
は
「
阿
江
与
助
の
真
の
目
的
は
何
か
」
と
い
う
論
考
（『
季
刊
河
』
十
八
号
）
の
中
で
、
与
助
は
瀧
野
村
の
前
の
岩
盤
岩
礁
を
意
識
的
に
開
削
し
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
与
助
の
意
図
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
も
、
結
果
的
に
は
こ
れ
が
瀧
野
村
と
新
町
村
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
た
事
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
(
53)
註(
43)
に
同
じ
。
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
六
四
(
54)
註(
43)
に
同
じ
。
(
55)
享
保
五
年
十
二
月
二
十
五
日
「
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
56)
享
保
五
年
極
月
二
十
六
日
「
證
文
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
57)
註(
49)
に
同
じ
。
(
58)
瀧
野
町
・
阿
江
家
文
書
。
(
59)
享
保
六
年
十
一
月
七
日
「
差
上
申
證
文
之
事
」（「
宮
津
日
記
」
・
『
丹
後
史
料
叢
書
』
四
）。
(
60)
註(
59)
に
同
じ
。
(
61)
丑
（
享
保
六
）
十
一
月
五
日
「
覚
」（
阿
江
文
書
）。
(
62)
註(
61)
文
書
お
よ
び
享
保
六
年
十
一
月
十
一
日
「
乍
恐
言
上
仕
口
上
之
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
63)
享
保
六
年
十
一
月
十
一
日
「
乍
恐
言
上
仕
口
上
之
覚
」
お
よ
び
同
日
付
「
乍
恐
言
上
仕
口
上
之
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
64)
享
保
六
年
十
一
月
十
二
日
「
差
上
ヶ
申
一
札
之
事
」、
年
不
詳
「
書
上
申
候
扣
」
等
（
阿
江
家
文
書
）。
(
65)
丑
（
享
保
六
）
十
一
月
十
一
日
「
差
上
ヶ
申
證
文
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
66)
享
保
六
年
十
一
月
「
乍
恐
御
断
申
上
候
事
」、
同
年
同
月
「
乍
恐
御
断
奉
申
上
候
御
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
67)
享
保
六
年
十
一
月
十
一
日
「
仕
申
證
文
之
事
」（『
小
野
市
史
』
第
五
巻
・
資
料
編
Ⅱ
、
六
六
九
頁
）。
(
68)
「
稚
狭
考
」
第
六
（『
小
浜
市
史
』
第
一
巻
・
史
料
編
、
一
九
七
頁
）。
(
69)
註(
68)
に
同
じ
。
(
70)
「
滝
ヶ
洞
歴
世
誌
」（『
大
江
町
誌
』
史
料
編
、
一
二
九
頁
）。
(
71)
元
文
元
年
十
一
月
九
日
「
御
断
之
覚
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
72)
元
文
元
年
十
一
月
六
日
「
仕
申
證
文
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
六
五
由
良
川
・
加
古
川
連
結
通
船
計
画
に
つ
い
て
　
川
名
(
73)
元
文
元
年
十
一
月
「
一
札
之
事
」（『
社
町
史
』
第
四
巻
、
史
料
編
二
、
五
五
九
頁
）。
(
74)
元
文
元
年
十
一
月
六
日
「
差
上
申
一
札
之
事
」（
阿
江
家
文
書
）。
(
75)
『
西
脇
市
史
』
本
編
、
六
七
〇
頁
。
(
76)
「
第
五
十
九
回
帝
国
議
会
、
衆
議
院
議
事
摘
要
」
下
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
藏
）。
付
記
　
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
長
・
石
野
茂
三
氏
、
小
野
市
立
好
古
館
・
粕
谷
修
一
氏
、
お
よ
び
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
に
多
大
の
御
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
（
か
わ
な
　
の
ぼ
る
　
本
学
名
誉
教
授
）
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
六
六
